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(57)【要約】
　端末装置（ＵＥ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ
）メッセージを受信する方法が記載される。方法は、セ
カンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構
成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信
するステップを含む。方法は、ＳＣＧ追加のためのＳＣ
Ｇ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを
受信するのに基づき、ＵＥのＲＲＣによりランダムアク
セス手順の開始をＵＥのＳＣＧの媒体アクセス制御（Ｍ
ＡＣ）に対して指令するステップも含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置（ＵＥ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信する方法であ
って、
　セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接
続再構成メッセージを受信するステップと、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを
含む前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するのに基づいて、
　前記ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始を前記ＵＥの前記ＳＣＧの媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）に対して指令するステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記ランダムアクセス手順は、競合解消を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ランダムアクセス手順が前記ＲＲＣ指令によって開始されたものであり、かつ物理
下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信が前記ＵＥの前記ＳＣＧのセル無線ネットワ
ーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）にアドレス指定されていれば、
　前記競合解消を成功とみなし、
　前記ランダムアクセス手順が首尾よく完了したとみなす、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　基地局装置（ｅＮＢ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信する方法
であって、前記方法は、
　セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接
続再構成メッセージを端末装置（ＵＥ）へ送信するステップ
　を含み、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージは、前記ＵＥに、前記ＵＥのＲＲＣによりラ
ンダムアクセス手順の開始を前記ＵＥの前記ＳＣＧの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）に対し
て指令させる、方法。
【請求項５】
　前記方法は、前記ＵＥの前記ＳＣＧのセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ
）にアドレス指定された物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信を送信するステ
ップをさらに含み、前記ＰＤＣＣＨ送信は、前記ＵＥに、ランダムアクセス手順が首尾よ
く完了したとみなさせる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥのための前記ＳＣＧ追加に関する前記ランダムアクセス手順が首尾よく完了し
たとみなすステップをさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信する端末装置（ＵＥ）であって、前記Ｕ
Ｅは、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信を行うメモリと
　を含み、前記メモリに記憶された命令は、
　セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接
続再構成メッセージを受信し、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含む前記ＲＲ
Ｃ接続再構成メッセージを受信するのに基づいて、
　前記ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始を前記ＵＥの前記ＳＣＧの媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）に対して指令する、
　ために実行可能である、ＵＥ。
【請求項８】
　前記ランダムアクセス手順は、競合解消を含む、請求項７に記載のＵＥ。
【請求項９】
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　前記ランダムアクセス手順が前記ＲＲＣ指令によって開始されたものであり、かつ物理
下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信が前記ＵＥの前記ＳＣＧのセル無線ネットワ
ーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）にアドレス指定されていれば、前記命令は、
　前記競合解消を成功とみなし、
　前記ランダムアクセス手順が首尾よく完了したとみなす、
　ためにさらに実行可能である、請求項８に記載のＵＥ。
【請求項１０】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信する基地局装置（ｅＮＢ）であって、前
記ｅＮＢは、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信を行うメモリと
　を含み、前記メモリに記憶された命令は、
　セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接
続再構成メッセージを端末装置（ＵＥ）へ送信するために実行可能であり、前記ＲＲＣ接
続再構成メッセージは、前記ＵＥに、前記ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開
始を前記ＵＥの前記ＳＣＧの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）に対して指令させる、
　ｅＮＢ。
【請求項１１】
　前記命令は、前記ＵＥの前記ＳＣＧのセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ
）にアドレス指定された物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信を送信するため
にさらに実行可能であり、前記ＰＤＣＣＨ送信は、前記ＵＥに、ランダムアクセス手順が
首尾よく完了したとみなさせる、請求項１０に記載のｅＮＢ。
【請求項１２】
　前記命令は、前記ＵＥのための前記ＳＣＧ追加に関する前記ランダムアクセス手順が首
尾よく完了したとみなすためにさらに実行可能である、請求項１１に記載のｅＮＢ。
【請求項１３】
　端末装置（ＵＥ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信するための非
一時的有形コンピュータ可読媒体であって、
　セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接
続再構成メッセージを受信し、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含む前記ＲＲ
Ｃ接続再構成メッセージを受信するのに基づいて、
　前記ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始を前記ＵＥの前記ＳＣＧの媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）に対して指令する、
　ための実行可能な命令を含む、コンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　前記ランダムアクセス手順は、競合解消を含む、請求項１３に記載のコンピュータ可読
媒体。
【請求項１５】
　前記ランダムアクセス手順が前記ＲＲＣ指令によって開始されたものであり、かつ物理
下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送信が前記ＵＥの前記ＳＣＧのセル無線ネットワ
ーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）にアドレス指定されていれば、前記コンピュータ可読媒
体は、
　前記競合解消を成功とみなし、
　前記ランダムアクセス手順が首尾よく完了したとみなす、
　ための実行可能な命令をさらに含む、請求項１４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　基地局装置（ｅＮＢ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信するため
の非一時的有形コンピュータ可読媒体であって、前記コンピュータ可読媒体は、
　セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接
続再構成メッセージを端末装置（ＵＥ）へ送信する
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　ための実行可能な命令を含み、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージは、前記ＵＥに、前記
ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始を前記ＵＥの前記ＳＣＧの媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）に対して指令させる、
　コンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　前記コンピュータ可読媒体は、前記ＵＥの前記ＳＣＧのセル無線ネットワーク一時識別
子（Ｃ－ＲＮＴＩ）にアドレス指定された物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）送
信を送信するための実行可能な命令をさらに含み、前記ＰＤＣＣＨ送信は、前記ＵＥに、
ランダムアクセス手順が首尾よく完了したとみなさせる、請求項１６に記載のコンピュー
タ可読媒体。
【請求項１８】
　前記ＵＥのための前記ＳＣＧ追加に関する前記ランダムアクセス手順が首尾よく完了し
たとみなすための実行可能な命令をさらに含む、請求項１７に記載のコンピュータ可読媒
体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、通信システムに関する。より具体的には、本開示は、マルチ接続性
オペレーションのためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信デバイスは、消費者ニーズを満たし、可搬性と便利さとを改善するため
により小さく、より強力になった。消費者は、ワイヤレス通信デバイスに依存するように
なり、高信頼性のサービス、カバレッジエリアの拡大および機能性の向上を期待するよう
になった。ワイヤレス通信システムは、多数のワイヤレス通信デバイスに通信を提供し、
それぞれのデバイスが基地局によるサービスを享受する。基地局は、ワイヤレス通信デバ
イスと通信するデバイスである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ワイヤレス通信デバイスが進歩するにつれて、通信容量、速度、フレキシビリティおよ
び効率の向上が求められてきた。しかしながら、通信容量、速度、フレキシビリティおよ
び効率の向上がいくつかの問題を提起することがある。
【０００４】
　例えば、ワイヤレス通信デバイスは、複数の接続を用いて１つ以上のデバイスと通信す
る。しかしながら、複数の接続は、限られたフレキシビリティおよび効率を提供するに過
ぎない。この考察によって示されるように、通信のフレキシビリティおよび効率を向上さ
せるシステムおよび方法が有益であろう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様は、端末装置（ＵＥ：ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）によって無線リ
ソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージを受
信する方法であって、セカンダリセルグループ（ＳＣＧ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ
　ｇｒｏｕｐ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを
受信するステップと、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成
メッセージを受信するのに基づいて、ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始を
ＵＥのＳＣＧの媒体アクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）に対して指令するステップとを含む方法を提供する。
【０００６】
　本発明の別の態様は、基地局装置（ｅＮＢ：ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）によって
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無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信する方法であって、本方法は、セカンダリ
セルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッ
セージを端末装置（ＵＥ）へ送信するステップを含み、ＲＲＣ接続再構成メッセージは、
ＵＥに、ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始をＵＥのＳＣＧの媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）に対して指令させる、方法を提供する。
【０００７】
　本発明の別の態様は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信する端末装置（Ｕ
Ｅ）であって、ＵＥは、プロセッサと、プロセッサと電子通信を行うメモリとを含み、メ
モリに記憶された命令は、セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パ
ラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信し、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パ
ラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するのに基づいて、ＵＥのＲＲＣによ
りランダムアクセス手順の開始をＵＥのＳＣＧの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）に対して指
令するために実行可能である、ＵＥを提供する。
【０００８】
　本発明の別の態様は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信する基地局装置（
ｅＮＢ）であって、ｅＮＢは、プロセッサと、プロセッサと電子通信を行うメモリとを含
み、メモリに記憶された命令は、セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ
構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを端末装置（ＵＥ）へ送信するために
実行可能であり、ＲＲＣ接続再構成メッセージは、ＵＥに、ＵＥのＲＲＣによりランダム
アクセス手順の開始をＵＥのＳＣＧの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）に対して指令させる、
ｅＮＢを提供する。
【０００９】
　本発明の別の態様は、端末装置（ＵＥ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジを受信するための非一時的有形コンピュータ可読媒体であって、セカンダリセルグルー
プ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受
信し、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受
信するのに基づいて、ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始をＵＥのＳＣＧの
媒体アクセス制御（ＭＡＣ）に対して指令する、ための実行可能な命令を含む、コンピュ
ータ可読媒体を提供する。
【００１０】
　本発明の別の態様は、基地局装置（ｅＮＢ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッ
セージを送信するための非一時的有形コンピュータ可読媒体であって、コンピュータ可読
媒体は、セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲ
ＲＣ接続再構成メッセージを端末装置（ＵＥ）へ送信するための実行可能な命令を含み、
ＲＲＣ接続再構成メッセージは、ＵＥに、ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開
始をＵＥのＳＣＧの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）に対して指令させる、コンピュータ可読
媒体を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】マルチ接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装された１つ以上
の基地局装置（ｅＮＢ）および１つ以上の端末装置（ＵＥ）の一構成を示すブロック図で
ある。
【図２】ＵＥによって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信する方法の一実装を
示すフロー図である。
【図３】ＵＥによってＲＲＣメッセージを受信する方法の一実装を示すフロー図である。
【図４】ｅＮＢによってＲＲＣメッセージを送信する方法の一実装を示すフロー図である
。
【図５】マルチ接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装された進化型ユ
ニバーサル地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉ
ｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
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アーキテクチャの構成を示すブロック図である。
【図６】マルチ接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装されたＥ－ＵＴ
ＲＡＮおよびＵＥの一構成を示すブロック図である。
【図７】ＲＲＣ接続再構成手順の一構成を示すスレッド図である。
【図８】非競合ベースのランダムアクセス手順の一構成を示すスレッド図である。
【図９】競合ベースのランダムアクセス手順の一構成を示すスレッド図である。
【図１０】第１のユーザプレーン（ＵＰ：ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）アーキテクチャおよび
第２のＵＰアーキテクチャを示すブロック図である。
【図１１】セカンダリ基地局装置（ＳｅＮＢ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎ
ｏｄｅ　Ｂ）の追加および修正の一構成を示すスレッド図である。
【図１２】ＵＥにおいて利用される様々なコンポーネントを示す。
【図１３】ｅＮＢにおいて利用される様々なコンポーネントを示す。
【図１４】フィードバック情報を送信するシステムおよび方法が実装されたＵＥの一構成
を示すブロック図である。
【図１５】フィードバック情報を受信するシステムおよび方法が実装されたｅＮＢの一構
成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　ＵＥによってＲＲＣメッセージを受信する方法が記載される。方法は、モビリティ制御
情報を含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するステップを含む。セカンダリセルグル
ープ（ＳＣＧ）の任意の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）エンティティが確立されている場合
、モビリティ制御情報を含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するのに応答して、ＳＣ
ＧのＭＡＣエンティティが解除される。モビリティ制御情報を含むＲＲＣ接続再構成メッ
セージを受信するのに応答して、マスターセルグループ（ＭＣＧ：ｍａｓｔｅｒ　ｃｅｌ
ｌ　ｇｒｏｕｐ）のＭＡＣエンティティがリセットされる。
【００１３】
　方法は、モビリティ制御情報を含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するのに応答し
て、ＭＣＧに対して確立されているすべての無線ベアラ（ＲＢ：ｒａｄｉｏ　ｂｅａｒｅ
ｒ）の無線リンク制御（ＲＬＣ：ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）エンティティ
を再確立することも含む。ＳＣＧの任意のＲＬＣエンティティが確立されている場合、Ｓ
ＣＧに対して確立されているすべてのＲＢのＲＬＣエンティティが解除される。
【００１４】
　方法は、モビリティ制御情報を含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するのに応答し
て、ＭＣＧに対して確立されているすべてのＲＢのパケットデータ・コンバージェンス・
プロトコル（ＰＤＣＰ：ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）エンティティを再確立することも含む。ＳＣＧの任意のＰＤＣＰエンティティが
確立されている場合、ＳＣＧに対して確立されているすべてのＲＢのＰＤＣＰエンティテ
ィが解除される。
【００１５】
　ＲＲＣメッセージを受信するＵＥも記載される。ＵＥは、プロセッサと、プロセッサと
電子通信を行うメモリとを含む。メモリに記憶された命令は、モビリティ制御情報を含む
ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するために実行可能である。ＳＣＧの任意のＭＡＣエ
ンティティが確立されている場合、モビリティ制御情報を含むＲＲＣ接続再構成メッセー
ジを受信するのに応答して、ＳＣＧのＭＡＣエンティティが解除される。モビリティ制御
情報を含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するのに応答して、ＭＣＧのＭＡＣエンテ
ィティがリセットされる。
【００１６】
　ＵＥによってＲＲＣメッセージを受信するための非一時的有形コンピュータ可読媒体も
記載される。コンピュータ可読媒体は、モビリティ制御情報を含むＲＲＣ接続再構成メッ
セージを受信するための実行可能な命令を含む。ＳＣＧの任意のＭＡＣエンティティが確
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立されている場合、モビリティ制御情報を含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するの
に応答して、ＳＣＧのＭＡＣエンティティが解除される。モビリティ制御情報を含むＲＲ
Ｃ接続再構成メッセージを受信するのに応答して、ＭＣＧのＭＡＣエンティティがリセッ
トされる。
【００１７】
　ＵＥによってＲＲＣメッセージを受信する別の方法が記載される。方法は、ＳＣＧ追加
のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するステップを
含む。方法は、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセ
ージを受信するのに応答して、ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始をＵＥの
ＳＣＧのＭＡＣに対して指令するステップも含む。
【００１８】
　ランダムアクセス手順は、競合解消を含む。ランダムアクセス手順がＲＲＣ指令により
開始されたものであり、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　
ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）送信がＵＥのＳＣＧのセル無線ネ
ットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ：ｃｅｌｌ－ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｔｅｍ
ｐｏｒａｒｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）にアドレス指定されていれば、競合解消は成功と
みなされる。ランダムアクセス手順も、首尾よく完了したとみなされる。
【００１９】
　ＲＲＣメッセージを基地局装置（ｅＮＢ）によって送信する方法も記載される。方法は
、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥへ
送信するステップを含む。方法は、ＵＥによって開始されたランダムアクセス手順を制御
するステップも含む。
【００２０】
　方法は、ＵＥのＳＣＧのＣ－ＲＮＴＩにアドレス指定されたＰＤＣＣＨ送信を送信する
ステップも含む。このＰＤＣＣＨ送信は、ＵＥに、ランダムアクセス手順が首尾よく完了
したとみなさせる。方法は、さらに、ＵＥのためのＳＣＧ追加に関するランダムアクセス
手順が首尾よく完了したとみなすステップを含む。
【００２１】
　ＲＲＣメッセージを受信するＵＥも記載される。ＵＥは、プロセッサと、プロセッサと
電子通信を行うメモリとを含む。メモリに記憶されている命令は、ＳＣＧ追加のためのＳ
ＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するために実行可能である
。命令は、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージ
を受信するのに応答して、ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始をＵＥのＳＣ
ＧのＭＡＣに対して指令するためにさらに実行可能である。
【００２２】
　ＲＲＣメッセージを送信するｅＮＢも記載される。ｅＮＢは、プロセッサと、プロセッ
サと電子通信を行うメモリとを含む。メモリに記憶された命令は、ＳＣＧ追加のためのＳ
ＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥへ送信するために実行可能
である。命令は、ＵＥによって開始されたランダムアクセス手順を制御するためにも実行
可能である。
【００２３】
　ＵＥによってＲＲＣメッセージを受信するための非一時的有形コンピュータ可読媒体も
記載される。コンピュータ可読媒体は、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含む
ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するための実行可能な命令を含む。命令は、ＳＣＧ追
加のためのＳＣＧ構成パラメータを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを受信するのに応答
して、ＵＥのＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始をＵＥのＳＣＧのＭＡＣに対して
指令するためにさらに実行可能である。
【００２４】
　ｅＮＢによってＲＲＣメッセージを送信するための非一時的有形コンピュータ可読媒体
も記載される。コンピュータ可読媒体は、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータを含
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むＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥへ送信するための実行可能な命令を含む。命令は、
ＵＥによって開始されたランダムアクセス手順を制御するためにも実行可能である。
【００２５】
　３ＧＰＰロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ）は、将来の要求に対処すべくユニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴ
Ｓ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）モバイルフォンまたはデバイス規格を改善するためのプロジェクトに与えられ
た名称である。一態様において、ＵＭＴＳは、進化型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ
－ＵＴＲＡ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ａｃｃｅｓｓ）および進化型ユニバーサル地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮ）にサポートおよび仕様を提供するために修正された。
【００２６】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの態様は、３ＧＰＰ　
ＬＴＥ、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）および他の規格
（例えば、３ＧＰＰリリース８、９、１０、１１および／または１２）に関して記載され
る。しかしながら、本開示の範囲は、この点で限定されるべきではない。本明細書に開示
されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの態様は、他のタイプのワイヤレス通信
システムに利用されてもよい。
【００２７】
　ワイヤレス通信デバイスは、音声および／またはデータを基地局へ通信するために用い
られる電子デバイスであり、次には基地局がデバイスのネットワーク（例えば、公衆交換
電話網（ＰＳＴＮ：ｐｕｂｌｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、インターネットなど）と通信する。本明細書にシステムおよび方法を記載すると
きに、ワイヤレス通信デバイスは、代わりに、移動局、ＵＥ、アクセス端末、加入者局、
移動端末、遠隔局、ユーザ端末、端末、加入者ユニット、モバイルデバイスなどと呼ばれ
る。ワイヤレス通信デバイスの例は、セルラーフォン、スマートフォン、携帯情報端末（
ＰＤＡ：ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ラップトップコン
ピュータ、ネットブック、電子書籍リーダ、ワイヤレス・モデムなどを含む。３ＧＰＰ仕
様では、ワイヤレス通信デバイスは、典型的にＵＥと呼ばれる。しかしながら、本開示の
範囲は、３ＧＰＰ規格に限定されるべきではないので、より一般的な用語「ワイヤレス通
信デバイス」を意味するために、本明細書では用語「ＵＥ」および「ワイヤレス通信デバ
イス」が同義で用いられる。
【００２８】
　３ＧＰＰ仕様では、基地局は、典型的にＮｏｄｅ　Ｂ、ｅＮＢ、ｈｏｍｅ　ｅｎｈａｎ
ｃｅｄまたはｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ＨｅＮＢ）あるいはいくつかの他の同様の
用語で呼ばれる。本開示の範囲は、３ＧＰＰ規格に限定されるべきではないので、より一
般的な用語「基地局」を意味するために、本明細書では用語「基地局」、「Ｎｏｄｅ　Ｂ
」、「ｅＮＢ」および「ＨｅＮＢ」が同義で用いられる。そのうえ、「基地局」の一例は
、アクセスポイントである。アクセスポイントは、ワイヤレス通信デバイスのためにネッ
トワーク（例えば、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）、インターネットなど）へのアクセスを提供する電子デバイスである。用語
「通信デバイス」は、ワイヤレス通信デバイスおよび／または基地局の両方を示すために
用いられる。
【００２９】
　本明細書では、「セル」は、インターナショナル・モバイル・テレコミュニケーション
ズ－アドバンスト（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）に用いるために規格
化または規制団体によって仕様が定められた任意の通信チャネルであり、ｅＮＢとＵＥと
の間の通信に用いることが認可されたバンド（例えば、周波数バンド）として３ＧＰＰに
よりそのすべてまたはそのサブセットが採用されることに留意すべきである。同様に留意
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すべきは、Ｅ－ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡＮの説明全体において、「セル」は、「下りリン
ク・リソース、および随意的に上りリンク・リソースの組み合わせ」として定義されるこ
とである。下りリンク・リソースのキャリア周波数と上りリンク・リソースのキャリア周
波数とのリンク付けは、下りリンク・リソース上で送信されるシステム情報中に示すこと
ができる。
【００３０】
　「構成セル（ｃｏｎｆｉｇｕｒｅｄ　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが認識しており、情報を送
信または受信することがｅＮＢによって許可されたセルである。「構成セル（単数または
複数）」は、在圏セル（単数または複数）であってもよい。ＵＥは、すべての構成セル上
でシステム情報を受信して必要な測定を行う。無線接続のための「構成セル（単数または
複数）」は、プライマリセル、および／または０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル
（単数または複数）からなる。「アクティブ化されたセル（ａｃｔｉｖａｔｅｄ　ｃｅｌ
ｌ）」は、ＵＥが送受信を行っている構成セルである。すなわち、アクティブ化されたセ
ルは、ＵＥが物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）をモニタする対象となるセルで
あり、下りリンク送信の場合には、ＵＥが物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）を復号する対象と
なるセルである。「非アクティブ化されたセル（ｄｅａｃｔｉｖａｔｅｄ　ｃｅｌｌ）」
は、ＵＥが送信ＰＤＣＣＨをモニタしていない構成セルである。留意すべきは、「セル」
が異なる次元の観点から記述されることである。例えば、「セル」は、時間、空間（例え
ば、地理）および周波数特性を有する。
【００３１】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、マルチ接続性オペレーションのためのデ
バイスを記載する。これは、進化型ユニバーサル地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ－
ＵＴＲＡＮ）のコンテキストで行われる。例えば、端末装置（ＵＥ）とＥ－ＵＴＲＡＮ上
の２つ以上のｅＮＢとの間のマルチ接続性オペレーションが記載される。一構成において
、２つ以上のｅＮＢは、異なるスケジューラを有する。
【００３２】
　本明細書に記載されるシステムおよび方法は、マルチ接続性オペレーションにおける無
線リソースの効率的な使用を強化する。キャリアアグリゲーションは、１つより多いコン
ポーネントキャリア（ＣＣ：ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）の同時利用を指す。
キャリアアグリゲーションでは、１つより多いセルがＵＥに対して集約される。一例では
、キャリアアグリゲーションは、ＵＥに利用可能な有効バンド幅を増加させるために用い
られる。従来のキャリアアグリゲーションでは、単一のｅＮＢが１つのＵＥに対して複数
の在圏セルを提供することが想定される。２つ以上のセルが集約される（例えば、１つの
マクロセルが複数のリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：ｒｅｍｏｔｅ　ｒａｄｉｏ　ｈｅａ
ｄ）セルと集約される）シナリオにおいても、これらのセルは、単一のｅＮＢによって制
御される（例えば、スケジュールされる）。
【００３３】
　しかしながら、スモールセル配備のシナリオでは、各ノード（例えば、ｅＮＢ、ＲＲＨ
など）は、それ自体の独立したスケジューラを有する。両ノードの無線リソース利用の効
率を最大化するために、ＵＥは、異なるスケジューラを有する２つ以上のノードに接続す
ることができる。
【００３４】
　一構成において、異なるスケジューラを有する２つのノード（例えば、ｅＮＢ）にＵＥ
が接続するために、ＵＥとＥ－ＵＴＲＡＮとの間のマルチ接続性が利用される。例えば、
リリース１１の動作に加えて、リリース１２規格に従って動作するＵＥは、（二重接続性
、ｅＮＢ間キャリアアグリゲーション、マルチフロー、マルチセル・クラスタ、マルチＵ
ｕなどとも呼ばれる）マルチ接続性を用いて構成される。現在は最大２つの接続が考慮さ
れているので、「二重接続性」という用語が用いられる。ＵＥは、構成されれば、複数の
Ｕｕインターフェースを用いてＥ－ＵＴＲＡＮに接続する。例えば、ＵＥは、１つの無線
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インターフェースを用いることにより１つ以上の追加の無線インターフェースを確立する
ように構成される。以下では、１つのノードがマスターｅＮＢ（ＭｅＮＢ：ｍａｓｔｅｒ
　ｅＮＢ）と呼ばれ、別のノードがセカンダリｅＮＢ（ＳｅＮＢ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　
ｅＮＢ）と呼ばれる。
【００３５】
　マルチ接続性では、セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）追加のためのＲＲＣ手順が定義
される。ＳＣＧ追加では、ＳＣＧのための媒体アクセス制御（ＭＡＣ）、無線リンク制御
（ＲＬＣ）およびパケットデータ・コンバージェンス・プロトコル（ＰＤＣＰ）が追加さ
れるので、ハンドオーバ手順が修正される必要がある。そのうえ、ＳＣＧ上でのＲＲＣメ
ッセージ送信がないので、ランダムアクセス手順の開始が変更される必要がある。
【００３６】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法の様々な例が図面を参照して次に記載される
。図面中、同様の参照番号は、機能的に類似した要素を示す。本明細書において図面に一
般的に記載され、説明されるシステムおよび方法は、多種多様に異なる実装に配置し、か
つ設計することができるであろう。従って、図面に表現されるいくつかの実装の以下のさ
らに詳細な記載は、特許請求の範囲を限定するものではなく、システムおよび方法を単に
代表するに過ぎない。
【００３７】
　図１は、マルチ接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装された１つ以
上の基地局装置（ｅＮＢ）１６０および１つ以上の端末装置（ＵＥ）１０２の一構成を示
すブロック図である。１つ以上のＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用い
て１つ以上のｅＮＢ１６０と通信する。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ１２
２ａ～ｎを用いてｅＮＢ１６０へ電磁信号を送信し、ｅＮＢ１６０から電磁信号を受信す
る。ｅＮＢ１６０は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ１０２と通信する。
【００３８】
　留意すべきは、本明細書に記載されるＵＥ１０２の１つ以上がいくつかの構成では信号
デバイスで実装されてもよいことである。例えば、いくつかの実装において、複数のＵＥ
１０２が、単一のデバイスに組み合わされてもよい。そのうえ、いくつかの構成において
、本明細書に記載されるｅＮＢ１６０のうちの１つ以上が、単一のデバイスで実装されて
もよい。例えば、いくつかの実装において、複数のｅＮＢ１６０が、単一のデバイスに組
み合わされてもよい。図１のコンテキストにおいて、例として、単一のデバイスは、本明
細書に記載されるシステムおよび方法による１つ以上のＵＥ１０２を含む。加えてまたは
代わりに、本明細書に記載されるシステムおよび方法による１つ以上のｅＮＢ１６０が単
一のデバイスまたは複数のデバイスとして実装されてもよい。
【００３９】
　ＵＥ１０２およびｅＮＢ１６０は、相互に通信するために１つ以上のチャネル１１９、
１２１を用いる。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上の上りリンク・チャネル１２１および
信号を用いてｅＮＢ１６０へ情報またはデータを送信する。上りリンク・チャネル１２１
の例は、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　
ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）および物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）などを含む。上りリン
ク信号の例は、復調参照信号（ＤＭＲＳ：ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　ｓｉｇｎａｌ）およびサウンディング参照信号（ＳＲＳ：ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆ
ｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）などを含む。１つ以上のｅＮＢ１６０も、例として、１つ
以上の下りリンク・チャネル１１９および信号を用いて１つ以上のＵＥ１０２へ情報また
はデータを送信する。下りリンク・チャネル１１９の例は、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨなど
を含む。下りリンク信号の例は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎ
ｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）、セル固有参照信号（ＣＲＳ：Ｃｅｌｌ－ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）およびＣＳＩ参照チャネル（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ：ＣＳＩ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｈａｎｎｅｌ）などを含む。他の種類のチャ
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ネルまたは信号が用いられてもよい。
【００４０】
　１つ以上のＵＥ１０２のそれぞれは、１つ以上のトランシーバ１１８、１つ以上の復調
器１１４、１つ以上のデコーダ１０８、１つ以上のエンコーダ１５０、１つ以上の変調器
１５４、１つ以上のデータバッファ１０４および１つ以上のＵＥオペレーション・モジュ
ール１２４を含む。例えば、ＵＥ１０２では１つ以上の受信および／または送信経路が実
装される。便宜上、ＵＥ１０２では単一のトランシーバ１１８、デコーダ１０８、復調器
１１４、エンコーダ１５０および変調器１５４のみが示されるが、複数の並列要素（例え
ば、トランシーバ１１８、デコーダ１０８、復調器１１４、エンコーダ１５０および変調
器１５４）が実装されてもよい。
【００４１】
　トランシーバ１１８は、１つ以上の受信機１２０および１つ以上の送信機１５８を含む
。１つ以上の受信機１２０は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅＮＢ１６０か
ら信号を受信する。例えば、受信機１２０は、１つ以上の受信信号１１６を作り出すため
に信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１１６は、復調器１１４へ
供給される。１つ以上の送信機１５８は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅＮ
Ｂ１６０へ信号を送信する。例えば、１つ以上の送信機１５８は、１つ以上の変調信号１
５６をアップコンバートして送信する。
【００４２】
　復調器１１４は、１つ以上の復調信号１１２を作り出すために１つ以上の受信信号１１
６を復調する。１つ以上の復調信号１１２は、デコーダ１０８へ供給される。ＵＥ１０２
は、信号を復号するためにデコーダ１０８を用いる。デコーダ１０８は、１つ以上の復号
信号１０６、１１０を作り出す。例えば、第１のＵＥ復号信号１０６は、データバッファ
１０４に記憶される、受信されたペイロード・データを備える。第２のＵＥ復号信号１１
０は、オーバーヘッド・データおよび／または制御データを備える。例えば、第２のＵＥ
復号信号１１０は、１つ以上のオペレーションを行うためにＵＥオペレーション・モジュ
ール１２４によって用いられるデータを供給する。
【００４３】
　本明細書では、用語「モジュール」は、特定の要素またはコンポーネントがハードウェ
ア、ソフトウェア、またはハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせで実装されるこ
とを意味する。しかしながら、留意すべきは、本明細書に「モジュール」として示される
任意の要素が代わりにハードウェアで実装されてもよいことである。例えば、ＵＥオペレ
ーション・モジュール１２４は、ハードウェア、ソフトウェアまたは両方の組み合わせで
実装されてもよい。
【００４４】
　一般に、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＵＥ１０２が１つ以上のｅＮＢ１
６０と通信することを可能にする。ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＵＥ　Ｒ
ＲＣハンドオーバ・モジュール１２６およびＵＥ　ＳＣＧ追加モジュール１３２のうちの
１つ以上を含む。ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、物理（ＰＨＹ：ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ）エンティティ、ＭＡＣエンティティ、ＲＬＣエンティティ、ＰＤＣＰエンティテ
ィおよびＲＲＣエンティティを含む。
【００４５】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、マスターセルグループ（ＭＣＧ）およびＳ
ＣＧの無線リソースを効率的に利用することの利点を提供する。ＳＣＧが追加されると、
２つのセルグループが構成される。１つのセルグループはＭＣＧであり、もう１つのセル
グループはＳＣＧである。ＭＣＧは、ＲＲＣメッセージを交換するためにシグナリング無
線ベアラ（ＳＲＢ：ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｒａｄｉｏ　ｂｅａｒｅｒ）を提供する。ＳＣ
Ｇは、ＭＣＧを通じて追加される。ＭＣＧは、ＵＥ１０２とマスターｅＮＢ（ＭｅＮＢ）
１６０との間の無線接続を提供する。ＳＣＧは、ＵＥ１０２とセカンダリｅＮＢ（ＳｅＮ
Ｂ）１６０との間の無線接続を提供する。
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【００４６】
　ＵＥ　ＲＲＣハンドオーバ・モジュール１２６は、ＲＲＣ接続再構成メッセージ（ＲＲ
ＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎとも呼ばれる）をソースＭｅＮ
Ｂ１６０から受信する。ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信すると、そのＲＲＣ接続再構
成メッセージがモビリティ制御情報１９４（例えばｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎ
ｆｏ）を含みかつＵＥ１０２がＲＲＣ接続再構成メッセージに含まれた構成に準拠できる
場合、ＵＥ１０２は、ターゲットｅＮＢ１６０の下りリンクに対する同期を開始する。
【００４７】
　ＵＥ　ＲＲＣハンドオーバ・モジュール１２６は、ＭＣＧモジュール１２８およびＳＣ
Ｇモジュール１３０を含む。ＭＣＧモジュール１２８およびＳＣＧモジュール１３０は、
ＭＣＧとＳＣＧとのＰＤＣＰ、ＲＬＣおよびＭＡＣエンティティ（単数または複数）を別
々に取り扱う。ＭＣＧモジュール１２８は、ＭＣＧのＭＡＣエンティティをリセットする
。ＭＣＧモジュール１２８は、ＭＣＧに対して確立されているすべての無線ベアラ（ＲＢ
）のＰＤＣＰエンティティを再確立する。さらに、ＭＣＧモジュール１２８は、ＭＣＧに
対して確立されているすべてのＲＢのＲＬＣエンティティを再確立する。
【００４８】
　ＳＣＧモジュール１３０は、ＳＣＧを解除する。ＳＣＧの任意のＭＡＣエンティティが
確立されている場合、ＳＣＧモジュール１３０は、ＳＣＧのＭＡＣエンティティを解除す
る。ＳＣＧの任意のＰＤＣＰエンティティが確立されている場合、ＳＣＧモジュール１３
０は、ＳＣＧに対して確立されているすべてのＲＢのＰＤＣＰエンティティを解除する。
さらに、ＳＣＧの任意のＲＬＣエンティティが確立されている場合、ＳＣＧモジュール１
３０は、ＳＣＧに対して確立されているすべてのＲＢのＲＬＣエンティティを解除する。
【００４９】
　ＵＥ　ＲＲＣハンドオーバ・モジュール１２６は、ターゲットｅＮＢ１６０への送信の
ために、ＭＣＧの下位レイヤにＲＲＣ接続再構成完了メッセージを送出する。この送出に
よって、ＵＥ１０２のＭＣＧのＭＡＣエンティティは、ランダムアクセス手順を開始する
。
【００５０】
　ＵＥ　ＳＣＧ追加モジュール１３２は、ＳＣＧ追加手順を行う。ＵＥ　ＳＣＧ追加モジ
ュール１３２は、ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信する。ＲＲＣ接続再構成メッセージ
を受信すると、そのＲＲＣ接続再構成メッセージがＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメ
ータ１９８を含みかつＵＥ１０２がこのメッセージに含まれた構成に準拠できる場合、Ｕ
Ｅ　ＳＣＧ追加モジュール１３２は、ＳＣＧのターゲットセルのＤＬに対する同期を開始
する。
【００５１】
　ＵＥ　ＳＣＧ追加モジュール１３２は、ＳＣＧのＭＡＣエンティティを確立する。ＵＥ
　ＳＣＧ追加モジュール１３２は、ｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙの値をＳＣＧ用のＣ－
ＲＮＴＩとして適用する。ＵＥ　ＳＣＧ追加モジュール１３２は、ＳＣＧの下位レイヤを
、ＳＣＧの受信されたＲＲＣ共通メッセージに従って構成する。
【００５２】
　ＵＥ　ＳＣＧ追加モジュール１３２は、ＵＥ１０２のＲＲＣによりランダムアクセス手
順の開始をＵＥ１０２のＳＣＧのＭＡＣに対して指令する。留意すべきは、ＳＣＧ追加手
順のために、ＵＥ１０２は、ＳＣＧの下位レイヤに何らのＲＲＣメッセージも送出しない
ことである。したがって、ハンドオーバ中にランダムアクセス手順を開始するのと同じ手
順（例えば、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージの送出）は、ＳＣＧ追加に用いられない。
その代わりに、ＵＥ１０２のＲＲＣは、ランダムアクセス手順の開始をＵＥ１０２のＳＣ
ＧのＭＡＣに対して指令（例えば命令）する。
【００５３】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４８を１つ以上の受信機１２０に提
供する。例えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＲＲＣ接続再構成メッセー
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ジに基づいて、送信をいつ受信すべきか、またはいつ受信すべきでないかを受信機（単数
または複数）１２０に通知する。
【００５４】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１３８を復調器１１４に提供する。例
えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの送信に予想される
変調パターンを復調器１１４に通知する。
【００５５】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１３６をデコーダ１０８に提供する。
例えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの送信に予想され
る符号化法をデコーダ１０８に通知する。
【００５６】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４２をエンコーダ１５０に提供する
。情報１４２は、符号化すべきデータおよび／または符号化に関する命令を含む。例えば
、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、送信データ１４６および／または他の情報
１４２を符号化するようにエンコーダ１５０に命令する。他の情報１４２は、ＭＣＧ上の
ＲＲＣ再構成完了メッセージおよびＳＣＧ上の再構成完了指示を含む。
【００５７】
　エンコーダ１５０は、送信データ１４６および／またはＵＥオペレーション・モジュー
ル１２４によって提供された他の情報１４２を符号化する。例えば、データ１４６および
／または他の情報１４２の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、送信のための
空間、時間および／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重化などを伴う。
エンコーダ１５０は、符号化データ１５２を変調器１５４へ供給する。
【００５８】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４４を変調器１５４に提供する。例
えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０への送信に用いるための
変調型（例えば、コンステレーション・マッピング）を変調器１５４に通知する。変調器
１５４は、１つ以上の変調信号１５６を１つ以上の送信機１５８へ供給するために符号化
データ１５２を変調する。
【００５９】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４０を１つ以上の送信機１５８に提
供する。この情報１４０は、１つ以上の送信機１５８に対する命令を含む。例えば、ＵＥ
オペレーション・モジュール１２４は、信号をｅＮＢ１６０へいつ送信すべきかを１つ以
上の送信機１５８に命令する。１つ以上の送信機１５８は、変調信号（単数または複数）
１５６をアップコンバートして１つ以上のｅＮＢ１６０へ送信する。
【００６０】
　ｅＮＢ１６０は、１つ以上のトランシーバ１７６、１つ以上の復調器１７２、１つ以上
のデコーダ１６６、１つ以上のエンコーダ１０９、１つ以上の変調器１１３、１つ以上の
データバッファ１６２および１つ以上のｅＮＢオペレーション・モジュール１８２を含む
。例えば、ｅＮＢ１６０では１つ以上の受信および／または送信経路が実装される。便宜
上、ｅＮＢ１６０では単一のトランシーバ１７６、デコーダ１６６、復調器１７２、エン
コーダ１０９および変調器１１３のみが示されるが、複数の並列要素（例えば、トランシ
ーバ１７６、デコーダ１６６、復調器１７２、エンコーダ１０９および変調器１１３）が
実装されてもよい。
【００６１】
　トランシーバ１７６は、１つ以上の受信機１７８および１つ以上の送信機１１７を含む
。１つ以上の受信機１７８は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ１０２から
信号を受信する。例えば、受信機１７８は、１つ以上の受信信号１７４を作り出すために
信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１７４は、復調器１７２へ供
給される。１つ以上の送信機１１７は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いて信号を
ＵＥ１０２へ送信する。例えば、１つ以上の送信機１１７は、１つ以上の変調信号１１５
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をアップコンバートして送信する。
【００６２】
　復調器１７２は、１つ以上の復調信号１７０を作り出すために１つ以上の受信信号１７
４を復調する。１つ以上の復調信号１７０は、デコーダ１６６へ供給される。ｅＮＢ１６
０は、信号を復号するためにデコーダ１６６を用いる。デコーダ１６６は、１つ以上の復
号信号１６４、１６８を作り出す。例えば、第１のｅＮＢ復号信号１６４は、データバッ
ファ１６２に記憶される、受信されたペイロード・データを備える。第２のｅＮＢ復号信
号１６８は、オーバーヘッド・データおよび／または制御データを備える。例えば、第２
のｅＮＢ復号信号１６８は、１つ以上のオペレーションを行うためにｅＮＢオペレーショ
ン・モジュール１８２によって用いられるデータ（例えば、ＰＵＳＣＨ送信データ）を供
給する。
【００６３】
　一般に、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ｅＮＢ１６０が１つ以上のＵＥ
１０２と通信することを可能にする。ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ｅＮ
Ｂ　ＲＲＣハンドオーバ・モジュール１８４およびｅＮＢ　ＳＣＧ追加モジュール１９６
のうちの１つ以上を含む。ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＭＣＧおよびＳ
ＣＧの無線リソースを効率的に利用することの利点を提供する。ｅＮＢオペレーション・
モジュール１８２は、ＰＨＹエンティティ、ＭＡＣエンティティ、ＲＬＣエンティティ、
ＰＤＣＰエンティティおよびＲＲＣエンティティを含む。
【００６４】
　ハンドオーバ手順中、ｅＮＢ　ＲＲＣハンドオーバ・モジュール１８４は、ＲＲＣ接続
再構成メッセージをＵＥ１０２へ送信する。このＲＲＣ接続再構成メッセージは、モビリ
ティ制御情報１９４を含む。モビリティ制御情報１９４を含むＲＲＣ接続再構成メッセー
ジに基づいて、ＵＥ１０２は、ターゲットｅＮＢ１６０の下りリンクに同期する。ＵＥ１
０２は、ターゲットｅＮＢ１６０とのランダムアクセス手順を開始する。
【００６５】
　ｅＮＢ　ＳＣＧ追加モジュール１９６は、ＳＣＧ追加手順を行う。ｅＮＢ　ＳＣＧ追加
モジュール１９６は、ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥ１０２へ送信する。このＲＲＣ
接続再構成メッセージは、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータ１９８を含む。Ｓｅ
ＮＢは、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータ１９８をＭｅＮＢに提供する。ＳＣＧ
追加のためのＳＣＧ構成パラメータ１９８は、図１１に示されるＳｅＮＢ追加／修正コマ
ンド１１０７で提供される。ＭｅＮＢは、ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥ１０２へ送
信する。ＳｅＮＢは、ＳＣＧのランダムアクセス手順を取り扱う。
【００６６】
　ｅＮＢ　ＲＲＣハンドオーバ・モジュール１８４とｅＮＢ　ＳＣＧ追加モジュール１９
６との分離は、必ずしも、モビリティ制御情報１９４とＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パ
ラメータ１９８とを含むＲＲＣ接続再構成メッセージの生成を妨げるものではない。ｅＮ
Ｂオペレーション・モジュール１８２が、モビリティ制御情報１９４とＳＣＧ追加のため
のＳＣＧ構成パラメータ１９８とを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを生成することは可
能である。ＳＣＧ追加手順は、ＳＣＧ修正手順と同じであってもよい。ＳＣＧ修正手順は
、ＳＣＧ解除およびＳＣＧ追加により実現され得る。
【００６７】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ１０２によって開始されたランダム
アクセス手順を制御する。一例では、ＳＣＧ追加手順とランダムアクセス手順とは独立し
ている。別の例では、ＳＣＧ追加手順がランダムアクセス手順を含むこともできる。ｅＮ
Ｂオペレーション・モジュール１８２は、ＳＣＧ追加手順およびランダムアクセス手順の
両方を取り扱ってもよい。ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２が内部でどのように
ｅＮＢ　ＳＣＧ追加モジュール１９６と連携するかは、以下の記載に限定されるものでは
ない。
【００６８】
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　ｅＮＢ　ＳＣＧ追加モジュール１９６は、ランダムアクセス手順中に再構成完了指示を
受信する。ｅＮＢ　ＳＣＧ追加モジュール１９６は、再構成完了指示を、ＵＥ１０２から
上りリンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ：ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ
）上で受信する。再構成完了指示は、Ｃ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ制御要素（Ｃ－ＲＮＴＩ　Ｍ
ＡＣ　ＣＥ：Ｃ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を含むメッセー
ジ３（Ｍｓｇ３）とすることもできる。再構成完了指示は、特定のＭＡＣ　ＣＥを含むＭ
ＡＣメッセージとすることもできる。
【００６９】
　ｅＮＢ　ＳＣＧ追加モジュール１９６は、ＵＥ１０２のＳＣＧのＣ－ＲＮＴＩにアドレ
ス指定されたＰＤＣＣＨ送信を送信する。このＰＤＣＣＨ送信は、ＵＥ１０２に、ランダ
ムアクセス手順が首尾よく完了したとみなさせる。ランダムアクセス手順が首尾よく完了
したとＵＥ１０２にみなさせる条件は、Ｃ－ＲＮＴＩにアドレス指定されるのみならず新
たな送信のためのＵＬグラントを含む、ＰＤＣＣＨ送信とすることもできる。ＰＤＣＣＨ
送信を送信すると、ｅＮＢ　ＳＣＧ追加モジュール１９６は、ＵＥ１０２のためのＳＣＧ
追加に関するランダムアクセス手順が首尾よく完了したとみなす。
【００７０】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１９０を１つ以上の受信機１７８に
提供する。例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＲＲＣメッセージに基
づき、送信をいつ受信すべきか、またはいつすべきでないかを受信機（単数または複数）
１７８に通知する。
【００７１】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１８８を復調器１７２に提供する。
例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２か
らの送信に予想される変調パターンを復調器１７２に通知する。
【００７２】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１８６をデコーダ１６６に提供する
。例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２
からの送信に予想される符号化法をデコーダ１６６に通知する。
【００７３】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１０１をエンコーダ１０９に提供す
る。情報１０１は、符号化すべきデータおよび／または符号化に関する命令を含む。例え
ば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、送信データ１０５および／または他の
情報１０１を符号化するようにエンコーダ１０９に命令する。
【００７４】
　一般に、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ｅＮＢ１６０が１つ以上のネッ
トワークノード（例えばモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａ
ｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）、在圏ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ：ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇ
ａｔｅｗａｙ）、ｅＮＢ）と通信することを可能にする。ｅＮＢオペレーション・モジュ
ール１８２は、ＵＥ１０２へシグナリングされることになるＲＲＣ接続再構成メッセージ
も生成する。ＲＲＣ接続再構成メッセージは、モビリティ制御情報１９４および／または
ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータ１９８を含んでも、含まなくてもよい。ｅＮＢ
オペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ１０２へシグナリングされるべきＲＲＣ接続
再構成メッセージを他のｅＮＢ１６０へ送信してもよい。例えば、他のｅＮＢ１６０が、
ｅＮＢ１６０から、モビリティ制御情報１９４および／またはＳＣＧ追加のためのＳＣＧ
構成パラメータ１９８をコンテナとして受信してもよい。そのｅＮＢ１６０が、受信され
たコンテナを含むＲＲＣ接続再構成メッセージを生成して、このＲＲＣ接続再構成メッセ
ージをＵＥ１０２へ送信する。このｅＮＢ１６０は、単に、受信したコンテナに含まれる
ＲＲＣ接続再構成メッセージを送信してもよい。
【００７５】
　エンコーダ１０９は、送信データ１０５および／またはｅＮＢオペレーション・モジュ
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ール１８２によって提供された他の情報１０１を符号化する。例えば、データ１０５およ
び／または他の情報１０１の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、送信のため
の空間、時間および／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重化などを伴う
。エンコーダ１０９は、符号化データ１１１を変調器１１３へ供給する。送信データ１０
５は、ＵＥ１０２へ伝えられることになるネットワークデータを含む。
【００７６】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１０３を変調器１１３に提供する。
この情報１０３は、変調器１１３に対する命令を含む。例えば、ｅＮＢオペレーション・
モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２への送信に用いるための変調型（例
えば、コンステレーション・マッピング）を変調器１１３に通知する。変調器１１３は、
１つ以上の変調信号１１５を１つ以上の送信機１１７へ供給するために符号化データ１１
１を変調する。
【００７７】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１９２を１つ以上の送信機１１７に
提供する。この情報１９２は、１つ以上の送信機１１７に対する命令を含む。例えば、ｅ
ＮＢオペレーション・モジュール１８２は、信号をＵＥ（単数または複数）１０２へいつ
送信すべきか（またはいつすべきでないか）を１つ以上の送信機１１７に命令する。１つ
以上の送信機１１７は、変調信号（単数または複数）１１５をアップコンバートして１つ
以上のＵＥ１０２へ送信する。
【００７８】
　留意すべきは、ｅＮＢ（単数または複数）１６０およびＵＥ（単数または複数）１０２
に含まれる要素またはその部分の１つ以上がハードウェアで実装されてもよいことである
。例えば、これらの要素またはその部分の１つ以上は、チップ、回路素子またはハードウ
ェア・コンポーネントなどとして実装されてもよい。同様に留意すべきは、本明細書に記
載される機能または方法の１つ以上がハードウェアで実装されてもよく、および／または
ハードウェアを用いて行われてもよいことである。例えば、本明細書に記載される方法の
１つ以上は、チップセット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、大規模集積（ＬＳＩ：
ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ）回路または集積回路などで実装されて
もよく、および／またはそれらを用いて実現されてもよい。
【００７９】
　図２は、ＵＥ１０２によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信する方法２
００の一実装を示すフロー図である。ハンドオーバ手順では、ＵＥ１０２のためにソース
ＭｅＮＢ１６０およびターゲットＭｅＮＢ１６０が関与する。ＵＥ１０２は、（ＲＲＣＣ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎとも呼ばれる）ＲＲＣ接続再構成メ
ッセージをソースＭｅＮＢ１６０から受信する（ステップ２０２）。ＲＲＣ接続再構成メ
ッセージを受信すると、そのＲＲＣ接続再構成メッセージがモビリティ制御情報１９４（
例えばｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ）を含みかつＵＥ１０２がＲＲＣ接続再
構成メッセージに含まれた構成に準拠できる場合、ＵＥ１０２は、タイマの値をモビリテ
ィ制御情報１９４に含まれた値にセットしてタイマ（例えばタイマＴ３０４）を始動させ
る。一構成において、タイマは、モビリティ制御情報１９４に含まれたｔ３０４の値にセ
ットされる。
【００８０】
　ＵＥ１０２は、ターゲットＰＣｅｌｌの下りリンクに対する同期を開始する。ＵＥ１０
２は、ＭＣＧとＳＣＧとのＰＤＣＰ、ＲＬＣおよびＭＡＣエンティティ（単数または複数
）を別々に取り扱う。ＵＥ１０２は、ＳＣＧを解除しても、しなくてもよい。ＳＣＧの任
意のＭＡＣエンティティが確立されている場合、ＵＥ１０２は、ＳＣＧのＭＡＣエンティ
ティを解除する（ステップ２０４）。別の例では、ＳＣＧの任意のＭＡＣエンティティが
確立されている場合、ＵＥ１０２は、ＳＣＧのＭＡＣエンティティをリセットする（ステ
ップ２０４）。ＳＣＧの任意のＰＤＣＰエンティティが確立されている場合、ＵＥ１０２
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は、ＳＣＧに対して確立されているすべてのＲＢのＰＤＣＰエンティティを解除する。Ｓ
ＣＧの任意のＲＬＣエンティティが確立されている場合、ＵＥ１０２は、ＳＣＧに対して
確立されているすべてのＲＢのＲＬＣエンティティを解除する。
【００８１】
　ＵＥ１０２は、ＭＣＧのＭＡＣエンティティをリセットする（ステップ２０６）。ＵＥ
１０２は、ＭＣＧに対して確立されているすべての無線ベアラ（ＲＢ）のＰＤＣＰエンテ
ィティを再確立する。ＵＥ１０２は、ＭＣＧに対して確立されているすべてのＲＢのＲＬ
Ｃエンティティを再確立する。
【００８２】
　ＵＥ１０２は、ＭＣＧ用のセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）としてｎ
ｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙの値を適用する。「ｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｙ」は、新た
なＵＥアイデンティティを示すモビリティ制御情報１９４に含まれた情報要素である。Ｕ
Ｅ１０２は、受信されたＲＲＣ無線リソース構成共通メッセージ（例えばｒａｄｉｏＲｅ
ｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ）に従ってＭＣＧの下位レイヤ（例えばＰＤＣＰ
レイヤ、ＲＬＣレイヤ、ＭＡＣレイヤまたはＰＨＹレイヤのうちの少なくとも１つ）を構
成する。ＵＥ１０２は、受信されたモビリティ制御情報１９４に、ＲＲＣ無線リソース構
成共通メッセージでカバーされないさらなる任意のフィールドが含まれていれば、それに
従いＭＣＧの下位レイヤを構成する。例えば、モビリティ制御情報１９４に随意的に含ま
れるＲＡＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄメッセージが、ＭＣＧのＭＡＣエンティ
ティに提供されてもよい。
【００８３】
　ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ（例えばＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
ＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍｐｌｅｔｅ）を、送信のためにＭＣＧの下位レイ
ヤに送出する。この送出によって、ＵＥ１０２のＭＣＧのＭＡＣエンティティは、ランダ
ムアクセス手順を開始する。言い換えれば、ＭＣＧのＭＡＣエンティティは、新たな上り
リンクデータの到着を検出し、バッファ状況報告をトリガしてスケジューリング要求（Ｓ
Ｒ：ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）トリガを発生させる。一構成において、Ｕ
Ｅ１０２のＭＣＧのＭＡＣエンティティは、ｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘおよびｒ
ａ－ＰＲＡＣＨ－ＭａｓｋＩｎｄｅｘを含むＲＡＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ
パラメータを用いる。
【００８４】
　ＳＲは、新たな送信のためのＵＬ－ＳＣＨリソースを要求するために用いられる。ＳＲ
がトリガされると、ＳＲは、キャンセルされるまでペンディング中とみなされる。ＭＡＣ
　ＰＤＵがアセンブルされ、そのＭＡＣ　ＰＤＵがＢＳＲ（バッファ状況報告）を含む場
合、ペンディング中のＳＲ（単数または複数）はキャンセルされて、ＳＲ禁止タイマ（例
えばｓｒ－ＰｒｏｈｉｂｉｔＴｉｍｅｒ）は停止される。ＢＳＲ報告は、ＢＳＲをトリガ
した最後のイベントまで（そのイベントを含む）、または送信に利用できるすべてのペン
ディング中のデータをＵＬグラント（単数または複数）が収容できるときまでのバッファ
状況情報を含む。ＳＲがトリガされ、他にペンディング中のＳＲがなければ、ＵＥ１０２
は、ＳＲカウンタ（例えばＳＲ＿ＣＯＵＮＴＥＲ）を０にセットする。ＳＲが１つでもペ
ンディングしている限り、ＵＥ１０２は、Ｌｉｓｔｉｎｇ（１）のＳＲ手順を各送信時間
間隔（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）に対して実施
する。
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【表１】

【００８５】
　この事例では、ＵＥ１０２は、いずれの送信時間間隔（ＴＴＩ）においてもスケジュー
リング要求（ＳＲ）のための有効な物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソース
を設定されていないので、スケジューリング要求手順に基づき、ＭＣＧのＭＡＣエンティ
ティがランダムアクセス手順を開始する。留意すべきは、この場合、ＵＥ１０２のＲＲＣ
レイヤからＭＡＣレイヤに、ランダムアクセス手順を開始せよとの直接的な命令はないと
いうことである。ＭＣＧのＭＡＣがランダムアクセス手順を首尾よく完了すれば、ＵＥ１
０２はタイマ（例えばタイマＴ３０４）を停止し、ＲＲＣ接続再構成手順は終了する。
【００８６】
　タイマが満了した場合は、ＭＣＧのＭＡＣがタイマの満了までにランダムアクセス手順
を首尾よく完了できなかったことが理由で、ハンドオーバの失敗が発生した可能性がある
。ＵＥ１０２は、接続再確立手順を開始する。接続再確立手順を開始すると、ＲＲＣ接続
再構成手順は終了する。
【００８７】
　図３は、ＵＥ１０２によってＲＲＣメッセージを受信する方法３００の一実装を示すフ
ロー図である。ＳｅＮＢ追加手順（ＳＣＧ追加手順とも呼ばれる）においても、図２のハ
ンドオーバ手順に関連して記載した、ＲＲＣ接続再構成メッセージ（例えばＲＲＣＣｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）が使用される。
【００８８】
　ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信する（ステップ３０２）。ＲＲＣ接
続再構成メッセージを受信すると、そのＲＲＣ接続再構成メッセージがＳＣＧ追加のため
のＳＣＧ構成パラメータ１９８を含みかつＵＥ１０２がこのメッセージに含まれた構成に
準拠できる場合、ＵＥ１０２は、ＳＣＧのターゲットセルのＤＬに対する同期を開始する
。ＳＣＧのターゲットセルは、ＰＣｅｌｌ類似セル（ＰＣｅｌｌ－ｌｉｋｅ　ｃｅｌｌ）
、ＰＣｅｌｌ、ＰＳＣｅｌｌ、ＳＰＣｅｌｌ、ＳＣＧ　ＰＣｅｌｌなどとも呼ばれる。Ｕ
Ｅ１０２は、ＳＣＧのＭＡＣエンティティを確立する。ＵＥ１０２は、ＳＣＧ用のＣ－Ｒ
ＮＴＩとしてｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙの値を適用する。ｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉ
ｔｙは、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータ１９８に含まれる情報要素であり、Ｓ
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ＣＧ用の新たなＵＥアイデンティティを示す。ＵＥ１０２は、ＳＣＧの受信されたＲＲＣ
無線リソース構成共通メッセージ（例えばｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏ
ｍｍｏｎ）に従ってＳＣＧの下位レイヤを構成する。
【００８９】
　ＵＥ１０２は、ＳＣＧの無線リソース構成共通メッセージに含まれていないさらなる任
意のフィールドが、受信されたＳＣＧ構成パラメータ１９８に含まれていれば、それに従
いＳＣＧの下位レイヤ（例えばＰＤＣＰレイヤ、ＲＬＣレイヤ、ＭＡＣレイヤまたはＰＨ
Ｙレイヤのうちの少なくとも１つ）を構成する。例えば、ＳＣＧ構成パラメータ１９８に
随意的に含まれるＲＡＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄメッセージが、ＳＣＧのＭ
ＡＣエンティティに提供されてもよい。
【００９０】
　ＵＥ１０２は、ＵＥ１０２のＲＲＣによりランダムアクセス手順の開始をＵＥ１０２の
ＳＣＧのＭＡＣに対して指令する（ステップ３０４）。留意すべきは、ＳＣＧ追加手順の
ために、ＵＥ１０２は、ＳＣＧの下位レイヤに何らのＲＲＣメッセージも送出しないこと
である。したがって、ハンドオーバ中にランダムアクセス手順を開始するのと同じ手順（
例えば、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージの送出）は、ＳＣＧ追加に用いられない。その
代わりに、ＵＥ１０２のＲＲＣは、ランダムアクセス手順の開始をＵＥ１０２のＳＣＧの
ＭＡＣに対して指令（例えば命令）する（ステップ３０４）。あるいは、ＵＥ１０２のＲ
ＲＣは、ＵＥ１０２のＳＣＧのＭＡＣに、バッファ状況報告（ＢＳＲ）をトリガするよう
命令してもよい。バッファ状況報告は、ＢＳＲ　ＭＡＣ制御要素を用いることによって配
信または送信される。バッファ状況報告は、Ｌｉｓｔｉｎｇ（１）で上述したスケジュー
リング要求をトリガする。この事例では、ＵＥ１０２は、ＳＣＧ上のいずれのＴＴＩにお
いてもＳＲのための有効なＰＵＣＣＨリソースが設定されていないので、スケジューリン
グ要求手順に基づき、ＳＣＧのＭＡＣがランダムアクセス手順を開始する。
【００９１】
　あるいは、ＵＥ１０２のＲＲＣは、ＵＥ１０２のＳＣＧのＭＡＣに特定のＭＡＣ制御要
素（例えば再構成完了指示）をトリガするよう命令する。この特定のＭＡＣ制御要素は、
Ｌｉｓｔｉｎｇ（１）で上述したスケジューリング要求をトリガする。この事例では、Ｕ
Ｅ１０２は、ＳＣＧ上のいずれのＴＴＩにおいてもＳＲのための有効なＰＵＣＣＨリソー
スが設定されていないので、スケジューリング要求手順に基づき、ＳＣＧのＭＡＣがラン
ダムアクセス手順を開始する。
【００９２】
　ランダムアクセス手順の一環として、ＵＥ１０２は、ＵＬ－ＳＣＨ上で再構成完了指示
を送信する。再構成完了指示は、Ｃ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ　ＣＥを含むＭｓｇ３メッセージ
とすることもできる。再構成完了指示は、特定のＭＡＣ制御要素を含むＭＡＣ制御メッセ
ージとすることもできる。Ｍｓｇ３を送信すると、ＵＥ１０２は、ｅＮＢ１６０からの応
答を求めてＰＤＣＣＨをモニタする。
【００９３】
　ランダムアクセス手順がＲＲＣ指令により開始されたものであり、ｅＮＢ１６０からの
ＰＤＣＣＨ送信がＵＥ１０２のＳＣＧのＣ－ＲＮＴＩにアドレス指定されていれば、ＵＥ
１０２は、競合解消を成功とみなす。ＵＥ１０２は、さらに、ランダムアクセス手順が首
尾よく完了したとみなす。ランダムアクセス手順が首尾よく完了したとＵＥ１０２にみな
させる条件は、Ｃ－ＲＮＴＩにアドレス指定されるのみならず新たな送信のためのＵＬグ
ラントを含む、ＰＤＣＣＨ送信とすることもできる。
【００９４】
　図４は、ｅＮＢ１６０によってＲＲＣメッセージを送信する方法４００の一実装を示す
フロー図である。方法４００は、ＳｅＮＢ追加手順（ＳＣＧ追加手順とも呼ばれる）の一
環として行われる。ｅＮＢ１６０は、ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥ１０２へ送信す
る（ステップ４０２）。図３に関連して上述したように、ＲＲＣ接続再構成メッセージは
、ＳＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータ１９８を含む。
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【００９５】
　ｅＮＢは、ＵＥ１０２によって開始されたランダムアクセス手順を制御する。ｅＮＢ１
６０は、ランダムアクセス手順において、ランダムアクセスプリアンブルおよびメッセー
ジ３（Ｍｓｇ３）を受信する（ステップ４０４）。ｅＮＢ１６０は、ＵＥ１０２からのＭ
ｓｇ３をＵＬ－ＳＣＨ上で受信する（ステップ４０４）。ランダムアクセス手順での競合
解消の一環として、Ｃ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ　ＣＥまたは共通制御チャネル（ＣＣＣＨ：ｃ
ｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）サービスデータユニット（ＳＤＵ：ｓｅ
ｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）を含むＭｓｇ３メッセージがＵＬ－ＳＣＨ上で送信さ
れる。
【００９６】
　ｅＮＢ１６０は、ＵＥ１０２のＳＣＧのＣ－ＲＮＴＩにアドレス指定されたＰＤＣＣＨ
送信を送信する（ステップ４０６）。このＰＤＣＣＨ送信は、ＵＥ１０２に、ランダムア
クセス手順が首尾よく完了したとみなさせる。ランダムアクセス手順が首尾よく完了した
とＵＥ１０２にみなさせる条件は、Ｃ－ＲＮＴＩにアドレス指定されるのみならず新たな
送信のためのＵＬグラントを含む、ＰＤＣＣＨ送信とすることもできる。ＰＤＣＣＨ送信
を送信する（ステップ４０６）と、ｅＮＢ１６０は、ＵＥ１０２のためのＳＣＧ追加に関
するランダムアクセス手順が首尾よく完了したとみなす。
【００９７】
　図５は、マルチ接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装されたＥ－Ｕ
ＴＲＡＮアーキテクチャ５２１の構成を示すブロック図である。図５に関連して記載され
るＵＥ５０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実装される。図５に関連
して記載されるｅＮＢ５６０ａ～ｂは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って
実装される。
【００９８】
　マルチ接続性のためのＥ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャ５２１は、ＵＥ５０２に対してマ
ルチ接続性を提供することができるＥ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャの一例である。この構
成では、ＵＥ５０２は、Ｕｕインターフェース５３９およびＵｕｘインターフェース５４
１を通じてＥ－ＵＴＲＡＮ５３３に接続することができる。Ｅ－ＵＴＲＡＮ５３３は、第
１のｅＮＢ５６０ａおよび第２のｅＮＢ５６０ｂを含む。ｅＮＢ５６０ａ～ｂは、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡユーザプレーン（ＰＤＣＰ／ＲＬＣ／ＭＡＣ／ＰＨＹ）および制御プレーン（ＲＲ
Ｃ）プロトコル終端をＵＥ５０２に提供する。ｅＮＢ５６０ａ～ｂは、Ｘ２インターフェ
ース５３７により相互接続される。Ｓ１インターフェース５２９、５３１は、ＭＭＥ５３
４、在圏ゲートウェイ５２７およびｅＮＢ５６０ａ～ｂの間の多対多の関係をサポートす
る。さらに、第１のｅＮＢ（例えばＭｅＮＢ）５６０ａおよび第２のｅＮＢ（例えばＳｅ
ＮＢ）５６０ｂは、Ｓ１－ＭＭＥ５２９および／またはＸ２インターフェース５３７と同
じであってもなくてもよい１つ以上のＸインターフェース５３５によって相互接続される
。
【００９９】
　ｅＮＢ５６０は、様々な機能をホスティングする。例えば、ｅＮＢ５６０は、無線リソ
ース管理（例えば、無線ベアラ制御、無線受付制御、接続モビリティ制御、上りリンクお
よび下りリンクの両方（のスケジューリング）でのリソースのＵＥ５０２への動的な割り
当て）のための機能をホスティングする。ｅＮＢ５６０は、また、ユーザデータストリー
ムのＩＰヘッダ圧縮および暗号化、ＭＭＥ５３４へのルーティングをＵＥ５０２によって
提供された情報から確定できないときのＵＥ５０２アタッチメント時のＭＭＥ５３４の選
択、ならびにユーザプレーン・データの在圏ゲートウェイ５２７へのルーティングを行う
。加えて、ｅＮＢ５６０は、（ＭＭＥ５３４から生じた）ページング・メッセージのスケ
ジューリングおよび送信、（ＭＭＥまたは運用保守（Ｏ＆Ｍ：ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ａｎ
ｄ　ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）から生じた）ブロードキャスト情報のスケジューリングお
よび送信、モビリティおよびスケジューリングのための測定ならびに測定報告構成、およ
び（ＭＭＥ５３４から生じた）（地震および津波警報システム（ＥＴＷＳ：ｅａｒｔｈｑ
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ｕａｋｅ　ａｎｄ　ｔｓｕｎａｍｉ　ｗａｒｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）ならびに商用携帯
警報システム（ＣＭＡＳ：ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ａｌｅｒｔ　ｓｙｓｔ
ｅｍ）を含む）公衆警報システム（ＰＷＳ：ｐｕｂｌｉｃ　ｗａｒｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅ
ｍ）メッセージのスケジューリングおよび送信を行う。ｅＮＢ５６０は、さらに、上りリ
ンクにおけるクローズド・サブスクライバ・グループ（ＣＳＧ：ｃｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓ
ｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ）処理およびトランスポート・レベルのパケット・マーキング
を行う。
【０１００】
　ＭＭＥ５３４は、様々な機能をホスティングする。例えば、ＭＭＥ５３４は、非アクセ
ス層（ＮＡＳ：Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）シグナリング、ＮＡＳシグナリ
ング・セキュリティ、アクセス層（ＡＳ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）セキュリティ
制御、３ＧＰＰアクセス・ネットワーク間モビリティに関するコアネットワーク（ＣＮ：
ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）ノード間シグナリング、および（ページング再送信の制御お
よび実行を含む）アイドルモードＵＥ到達性を行う。ＭＭＥ５３４は、（アイドルおよび
アクティブモードにおけるＵＥ５０２のための）トラッキングエリア・リスト管理、パケ
ットデータ・ネットワーク・ゲートウェイ（ＰＤＮ　ＧＷ：ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　ｇａｔｅｗａｙ）およびＳ－ＧＷ選択、ＭＭＥ５３４変更を伴うハンドオ
ーバのためのＭＭＥ５３４選択、２Ｇまたは３Ｇ　３ＧＰＰアクセス・ネットワークへの
ハンドオーバのための在圏ＧＰＲＳサポート・ノード（ＳＧＳＮ：Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰ
ＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）選択も行う。加えて、ＭＭＥ５３４は、ローミング、
認証および（専用ベアラ確立を含む）ベアラ管理機能をホスティングする。ＭＭＥ５３４
は、（ＥＴＷＳおよびＣＭＡＳを含む）ＰＷＳメッセージ送信にサポートを提供し、随意
的にページング最適化を行う。
【０１０１】
　Ｓ－ＧＷ５２７は、次の機能もホスティングする。Ｓ－ＧＷ５２７は、ｅＮＢ５６０間
ハンドオーバのためのローカル・モビリティ・アンカーポイントをホスティングする。Ｓ
－ＧＷ５２７は、３ＧＰＰ間モビリティに関するモビリティ・アンカリング、Ｅ－ＵＴＲ
ＡＮアイドルモード下りリンク・パケット・バッファリングおよびネットワークによりト
リガされたサービス要求手順の開始、合法的傍受、ならびにパケット・ルーティングおよ
びフォワーディングを行う。Ｓ－ＧＷ５２７は、上りリンクおよび下りリンクでのトラン
スポート・レベルのパケット・マーキング、オペレータ間課金のためのユーザおよびＱｏ
Ｓクラス識別子（ＱＣＩ：ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）粒度に関するア
カウンティング、ならびにＵＥ５０２、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：ｐａｃｋ
ｅｔ　ｄａｔａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）およびＱＣＩごとのＵＬおよびＤＬ課金も行う。
【０１０２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ５３３の無線プロトコルアーキテクチャは、ユーザプレーンおよび制御
プレーンを含む。ユーザプレーン・プロトコルスタックは、ＰＤＣＰ、ＲＬＣ、ＭＡＣお
よびＰＨＹサブレイヤを含む。（ネットワーク上のｅＮＢ５６０ａで終端する）ＰＤＣＰ
、ＲＬＣ、ＭＡＣおよびＰＨＹサブレイヤは、ユーザプレーンのための機能（例えば、ヘ
ッダ圧縮、暗号化、スケジューリング、ＡＲＱおよびＨＡＲＱ）を行う。ＰＤＣＰエンテ
ィティはＰＤＣＰサブレイヤに位置する。ＲＬＣエンティティはＲＬＣサブレイヤに位置
する。ＭＡＣエンティティはＭＡＣサブレイヤに位置する。ＰＨＹエンティティはＰＨＹ
サブレイヤに位置する。
【０１０３】
　制御プレーンは、制御プレーン・プロトコルスタックを含む。（ネットワーク側のｅＮ
Ｂ５６０ａで終端する）ＰＤＣＰサブレイヤは、制御プレーンのための機能（例えば、暗
号化およびインテグリティプロテクション）を行う。（ネットワーク側のｅＮＢで終端す
る）ＲＬＣおよびＭＡＣサブレイヤは、ユーザプレーンの場合と同じ機能を行う。（ネッ
トワーク側のｅＮＢ５６０ａで終端する）ＲＲＣは、次の機能を行う。ＲＲＣは、ブロー
ドキャスト機能、ページング、ＲＲＣ接続管理、無線ベアラ（ＲＢ）制御、モビリティ機
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能、ＵＥ５０２測定報告および制御を行う。（ネットワーク側のＭＭＥ５３４で終端する
）ＮＡＳ制御プロトコルは、とりわけ、進化型パケットシステム（ＥＰＳ：ｅｖｏｌｖｅ
ｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｓｙｓｔｅｍ）ベアラ管理、認証、進化型パケットシステム接続管理
（ＥＣＭ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｓｙｓｔｅｍ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｍａ
ｎａｇｅｍｅｎｔ）－ＩＤＬＥモビリティ処理、ＥＣＭ－ＩＤＬＥでのページング発信お
よびセキュリティ制御を行う。
【０１０４】
　第１のｅＮＢ５６０ａおよび第２のｅＮＢ５６０ｂは、Ｓ１インターフェース５２９、
５３１によりＥＰＣ５２３に接続される。第１のｅＮＢ５６０ａは、Ｓ１－ＭＭＥインタ
ーフェース５２９によりＭＭＥ５３４に接続される。一構成において、第２のｅＮＢ５６
０ｂは、（破線で示されているように）Ｓ１－Ｕインターフェース５３１により在圏ゲー
トウェイ５２７に接続される。第１のｅＮＢ５６０ａは、第２のｅＮＢ５６０ｂに対しＭ
ＭＥ５３４として振舞い、第２のｅＮＢ５６０ｂのためのＳ１－ＭＭＥインターフェース
５２９は、第１のｅＮＢ５６０ａと第２のｅＮＢ５６０ｂとの間に（例としてＸインター
フェース５３５を通じて）接続される。したがって、第２のｅＮＢ５６０ｂには、第１の
ｅＮＢ５６０ａは、（Ｓ１－ＭＭＥインターフェース５２９に基づき）ＭＭＥ５３４およ
び（Ｘ２インターフェース５３７に基づき）ｅＮＢ５６０であるように見える。
【０１０５】
　別の構成では、第１のｅＮＢ５６０ａは、（破線で示されているように）Ｓ１－Ｕイン
ターフェース５３１により在圏ゲートウェイ５２７にも接続される。したがって、第２の
ｅＮＢ５６０ｂは、ＥＰＣ５２３に接続されなくてもよい。第２のｅＮＢ５６０ｂには、
第１のｅＮＢ５６０ａは、（Ｓ１－ＭＭＥインターフェース５２９に基づき）ＭＭＥ５３
４、（Ｘ２インターフェース５３７に基づき）ｅＮＢ、および（Ｓ１－Ｕインターフェー
ス５３１に基づき）Ｓ－ＧＷ５２７であるように見える。このアーキテクチャ５２１は、
第１のｅＮＢ５６０ａおよび第２のｅＮＢ５６０ｂに対して、ＥＰＣ５２３との単一ノー
ドＳ１インターフェース５２９、５３１（例えば接続）を提供する。ＥＰＣ５２３、ＭＭ
Ｅ５３４、Ｓ－ＧＷ５２７との単一ノード接続により、ＵＥ５０２が第１のｅＮＢ５６０
ａのカバレッジ内にある限り、変更（例えばハンドオーバ）を軽減できる。
【０１０６】
　図６は、マルチ接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装されたＥ－Ｕ
ＴＲＡＮ６３３およびＵＥ６０２の一構成を示すブロック図である。図６に関連して記載
されるＵＥ６０２およびＥ－ＵＴＲＡＮ６３３は、図１および５のうちの少なくとも１つ
に関連して記載された対応する要素に従って実装される。
【０１０７】
　従来のキャリアアグリゲーションでは、単一のｅＮＢ６６０が１つのＵＥ６０２に対し
て複数の在圏セル６５１を提供することが想定される。２つ以上のセル６５１が集約され
る（例えば、１つのマクロセルが複数のリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）セル６５１と集
約される）シナリオにおいても、これらのセル６５１は、単一のｅＮＢ６６０によって制
御される（例えば、スケジュールされる）。しかしながら、スモールセル配備のシナリオ
では、各ｅＮＢ６６０（例えばノード）は、それ自体の独立したスケジューラを有する。
両方のｅＮＢ６６０の無線リソースを利用するために、ＵＥ６０２は、両方のｅＮＢ６６
０に接続することができる。
【０１０８】
　キャリアアグリゲーションが構成されるときに、ＵＥ６０２は、ネットワークとの１つ
のＲＲＣ接続を有する。１つの無線インターフェースは、キャリアアグリゲーションを提
供する。ＲＲＣ接続確立、再確立およびハンドオーバの間に、１つの在圏セル６５１は、
ＮＡＳモビリティ情報（例えば、トラッキングエリア・アイデンティティ（ＴＡＩ：ｔｒ
ａｃｋｉｎｇ　ａｒｅａ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ））を提供する。ＲＲＣ接続再確立およびハ
ンドオーバの間に、１つの在圏セル６５１は、セキュリティ入力を供給する。このセル６
５１は、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ）と呼ばれる。下りリ
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ンクでは、ＰＣｅｌｌに対応するコンポーネントキャリアは、下りリンク・プライマリコ
ンポーネントキャリア（ＤＬ　ＰＣＣ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）であり、一方で上りリンクでは、ＰＣｅｌｌに対応するコン
ポーネントキャリアは、上りリンク・プライマリコンポーネントキャリア（ＵＬ　ＰＣＣ
：ｕｐｌｉｎｋ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）である。
【０１０９】
　ＵＥ６０２の能力に依存して、ＰＣｅｌｌとともに在圏セル６５１のセットを形成する
ために１つ以上のＳＣｅｌｌが構成される。下りリンクでは、ＳＣｅｌｌに対応するコン
ポーネントキャリアは、下りリンク・セカンダリコンポーネントキャリア（ＤＬ　ＳＣＣ
：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）であ
り、一方で上りリンクでは、ＳＣｅｌｌに対応するコンポーネントキャリアは、上りリン
ク・セカンダリコンポーネントキャリア（ＵＬ　ＳＣＣ：ｕｐｌｉｎｋ　ｓｅｃｏｎｄａ
ｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）である。
【０１１０】
　ＵＥ６０２のための在圏セル６５１の構成セットは、それゆえに、１つのＰＣｅｌｌお
よび１つ以上のＳＣｅｌｌからなる。ＳＣｅｌｌごとに、ＵＥ６０２による（下りリンク
・リソースに加えて）上りリンク・リソースの使用法を構成できる。構成されるＤＬ　Ｓ
ＣＣの数は、ＵＬ　ＳＣＣの数以上であってもよく、いずれのＳｃｅｌｌも上りリンク・
リソースのみの使用のために構成されなくてもよい。
【０１１１】
　ＵＥ６０２の観点から、それぞれの上りリンク・リソースは、１つの在圏セル６５１に
属する。構成される在圏セル６５１の数は、ＵＥ６０２のアグリゲーション能力に依存す
る。ＰＣｅｌｌは、ハンドオーバ手順を用いて（例えば、セキュリティ・キー変更および
ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ）
手順によって）のみ変更される。ＰＣｅｌｌは、ＰＵＣＣＨの送信に用いられる。ＳＣｅ
ｌｌとは異なり、ＰＣｅｌｌは、非アクティブ化されない。再確立は、ＰＣｅｌｌが無線
リンク障害（ＲＬＦ：ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｆａｉｌｕｒｅ）を経験したときにトリガ
され、ＳＣｅｌｌがＲＬＦを経験したときにはトリガされない。そのうえ、ＮＡＳ情報は
、ＰＣｅｌｌから取得される。
【０１１２】
　ＳＣｅｌｌの再構成、追加および除去は、ＲＲＣ６５９によって行われる。ＬＴＥ内ハ
ンドオーバのときに、ＲＲＣ６５９は、ターゲットＰＣｅｌｌとともに用いるためにＳＣ
ｅｌｌをやはり追加、除去または再構成する。新しいＳＣｅｌｌを追加するときに、ＳＣ
ｅｌｌのすべての必要なシステム情報を送信するために専用ＲＲＣシグナリングが用いら
れる（例えば、接続モードの間に、ＵＥ６０２は、ブロードキャストされたシステム情報
をＳＣｅｌｌから直接に得る必要はない）。
【０１１３】
　一方、異なるスケジューラを有する両方のｅＮＢ６６０に接続するには、ＵＥ６０２と
Ｅ－ＵＴＲＡＮ６３３との間のマルチ接続性が必要とされる。リリース１１の動作に加え
て、リリース１２に従って動作するＵＥ６０２は、（二重接続性、ノード間キャリアアグ
リゲーション、ノード間無線アグリゲーション、マルチフロー、マルチセル・クラスタ、
マルチＵｕなどとも呼ばれる）マルチ接続性を用いて構成される。
【０１１４】
　ＵＥ６０２は、構成されれば、複数のＵｕインターフェース５３９、５４１を用いてＥ
－ＵＴＲＡＮ６３３に接続する。例えば、ＵＥ６０２は、１つの無線インターフェース（
無線接続６５３）を用いて追加の無線インターフェース（例えば無線接続６５３）を確立
するように構成される。以下では、１つのｅＮＢ６６０がマスターｅＮＢ（ＭｅＮＢ）６
６０ａと呼ばれるが、これはプライマリｅＮＢ（ＰｅＮＢ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｅＮＢ）と
も呼ばれる。もう１つのｅＮＢ６６０は、セカンダリｅＮＢ（ＳｅＮＢ）６６０ｂと呼ば
れる。（プライマリＵｕインターフェースと呼ぶこともできる）Ｕｕインターフェース５
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３９は、ＵＥ６０２とＭｅＮＢ６６０ａとの間の無線インターフェースである。（セカン
ダリＵｕインターフェースと呼ぶこともできる）Ｕｕｘインターフェース５４１は、ＵＥ
６０２とＳｅＮＢ６６０ｂとの間の無線インターフェースである。
【０１１５】
　一構成において、Ｅ－ＵＴＲＡＮ４１５との複数のＵｕインターフェース５３９、５４
１をＵＥ６０２が認識している限り、ＵＥ６０２がＭｅＮＢ６６０ａとＳｅＮＢ６６０ｂ
とを認識している必要はない。さらに、Ｅ－ＵＴＲＡＮ４１５は、同じまたは異なるｅＮ
Ｂ６６０との複数のＵｕインターフェースを提供することもできる。
【０１１６】
　一構成において、ＭｅＮＢ６６０ａおよびＳｅＮＢ６６０ｂは、同じｅＮＢ６６０とす
ることができよう。複数のＵｕインターフェース５３９、５４１（例えば、マルチ接続性
）は、単一のｅＮＢ６６０によっても達成できる。ＵＥ６０２は、１つより多いＵｕｘイ
ンターフェース５４１（例えば、Ｕｕ１、Ｕｕ２、Ｕｕ３…）を接続することが可能であ
る。各Ｕｕインターフェース５３９、５４１は、キャリアアグリゲーションを有すること
が可能である。したがって、ＵＥ６０２は、ＣＡの場合には、１セットを超える在圏セル
６５１を用いて構成される。二重接続性（すなわち２セット）では、１セットの在圏セル
６５１がＭＣＧ６５５であり、もう１つのセットの在圏セルがＳＣＧ６５７であってもよ
い。
【０１１７】
　本明細書には複数のＵｕインターフェース５３９、５４１が記載されるが、Ｕｕインタ
ーフェース５３９の定義によっては、この機能性を単一のＵｕインターフェース５３９に
より実現することもできよう。マルチ接続性は、インターフェースの定義によっては、単
一のＵｕインターフェース５３９または単一の無線インターフェースにより実現できる。
無線インターフェースは、ＵＥ６０２とｅＮＢ６６０との間のインターフェースとしてで
はなく、ＵＥ６０２とＥ－ＵＴＲＡＮ６３３との間のインターフェースとして定義するこ
とができる。例えば、１つの無線インターフェースを、マルチ接続性を用いたＵＥ６０２
とＥ－ＵＴＲＡＮ６３３との間のインターフェースとして定義することができる。したが
って、上記のＵｕ５３９とＵｕｘ５４１との違いは、セル６５１の特性とみなされてもよ
い。Ｕｕインターフェース５３９およびＵｕｘインターフェース５４１は、それぞれセル
（単数または複数）のセットＡおよびセル（単数または複数）のセットＢと言い換えるこ
ともできる。さらに、無線インターフェースおよび追加の無線インターフェースは、それ
ぞれマスターセルグループ（ＭＣＧ）６５５およびセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）６
５７と言い換えることもできる。
【０１１８】
　いくつかの実装において、Ｅ－ＵＴＲＡＮ６３３は、ＭｅＮＢ６６０ａおよびＳｅＮＢ
６６０ｂを含む。ＵＥ６０２は、第１の無線接続６５３ａを通じてＭｅＮＢ６６０ａと通
信する。ＵＥ６０２は、第２の無線接続６５３ｂを通じてＳｅＮＢ６６０ｂと通信する。
図６は、１つの第１の無線接続６５３ａおよび１つの第２の無線接続６５３ｂを示すが、
ＵＥ６０２は、１つの第１の無線接続６５３ａおよび１つ以上の第２の無線接続６５３ｂ
を用いて構成されてもよい。ＭｅＮＢ６６０ａおよびＳｅＮＢ６６０ｂは、図１に関連し
て記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。
【０１１９】
　ＭｅＮＢ６６０ａは、１つ以上のＵＥ６０２への接続のための複数のセル６５１ａ～ｃ
を提供する。例えば、ＭｅＮＢ６６０ａは、セルＡ６５１ａ、セルＢ６５１ｂおよびセル
Ｃ６５１ｃを提供する。同様に、ＳｅＮＢ６６０ｂは、複数のセル６５１ｄ～ｆを提供す
る。ＵＥ６０２は、第１の無線接続６５３ａ（例えば、マスターセルグループ（ＭＣＧ）
６５５）のために１つ以上のセル（例えば、セルＡ６５１ａ、セルＢ６５１ｂおよびセル
Ｃ６５１ｃ）上で送信／受信するように構成される。さらに、ＵＥ６０２は、第２の無線
接続６５３ｂ（例えば、セカンダリセルグループ６５７）のために他の１つ以上のセル（
例えば、セルＤ６５１ｄ、セルＥ６５１ｅおよびセルＦ６５１ｆ）上で送信／受信するよ
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うに構成される。
【０１２０】
　ＭＣＧ６５５は、１つのＰＣｅｌｌおよび１つ以上の随意的なＳＣｅｌｌ（単数または
複数）を含む。ＳＣＧ６５７は、（ＰＣｅｌｌ、プライマリＳＣｅｌｌ（ＰＳＣｅｌｌ）
、セカンダリＰＣｅｌｌ（ＳＰＣｅｌｌ）、ＰＣｅｌｌｓｃｇ、ＳＣＧ　ＰＣｅｌｌなど
と呼ぶこともできる）１つのＰＣｅｌｌ類似セルおよび１つ以上の随意的なＳＣｅｌｌ（
単数または複数）を含む。ＵＥ６０２が無線接続６５３ａ～ｂのために複数のセル６５１
ａ～ｆ上で送信／受信するように構成されている場合、キャリアアグリゲーション・オペ
レーションが無線接続６５３ａ～ｂに適用される。一構成において、各無線接続６５３は
、プライマリセル、および０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル（単数または複数）
を用いて構成される。別の構成において、少なくとも１つの無線接続６５３は、プライマ
リセル、および０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル（単数または複数）を用いて構
成され、他の無線接続６５３は、１つ以上のセカンダリセル（単数または複数）を用いて
構成される。さらに別の構成において、少なくとも１つの無線接続６５３は、プライマリ
セル、および０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル（単数または複数）を用いて構成
され、他の無線接続６５３は、ＰＣｅｌｌ類似セル、および０、１つまたはそれ以上のセ
カンダリセル（単数または複数）を用いて構成される。
【０１２１】
　１つのＭＡＣエンティティ６６１および１つのＰＨＹエンティティ６６３が、１つのセ
ルグループへマッピングされる。例えば、第１のＭＡＣエンティティ６６１ａおよび第１
のＰＨＹエンティティ６６３ａは、ＭＣＧ６５５へマッピングされる。同様に、第２のＭ
ＡＣエンティティ６６１ｂおよび第２のＰＨＹエンティティ６６３ｂは、ＳＣＧ６５７へ
マッピングされる。ＵＥ６０２は、１つのＭＣＧ６５５（例えば第１の無線接続６５３ａ
）、および随意的に１つ以上のＳＣＧ（単数または複数）６５７（例えば第２の接続６５
３ｂ）を用いて構成される。
【０１２２】
　ＭｅＮＢ６６０ａは、第１の無線接続６５３ａに関するＵＥコンテキストを管理および
記憶する。ＵＥコンテキストとは、ＵＥ６０２の構成セル６５１に対する各ＵＥ６０２の
ＲＲＣコンテキスト（例えば構成、構成セル６５１、セキュリティ情報など）、ＱｏＳ情
報およびＵＥ６０２アイデンティティである。例えば、ＭｅＮＢ６６０ａは、第１のＵＥ
コンテキスト６４３ａ、第２のＵＥコンテキスト６４５および第３のＵＥコンテキスト６
４７を管理および記憶してもよい。
【０１２３】
　ＳｅＮＢ６６０ｂは、ＵＥ６０２の構成セル６５１に対する各ＵＥ６０２の第２の無線
接続６５３ｂに関するＵＥコンテキストを管理および記憶する。例えば、ＳｅＮＢ６６０
ｂは、第１のＵＥコンテキスト６４３ｂおよび第４のＵＥコンテキスト６４９を管理およ
び記憶してもよい。ｅＮＢ６６０は、ＭｅＮＢ６６０ａおよびＳｅＮＢ６６０ｂの両方と
して振舞うことができる。したがって、ｅＮＢ６６０は、第１の無線接続６５３ａに接続
されたＵＥ６０２のＵＥコンテキストと、第２の無線接続６５３ｂに接続されたＵＥ６０
２のＵＥコンテキストとを管理および記憶してもよい。
【０１２４】
　いくつかの実装において、ＭＡＣエンティティ６６１ａ～ｂは、ＲＲＣエンティティ６
５９とのインターフェースを有する。ＲＲＣエンティティ６５９は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ６３
３の（示されない）ＲＲＣエンティティからＲＲＣメッセージ（例えば、ＲＲＣ接続再構
成メッセージ、接続制御メッセージ、ハンドオーバ・コマンドなど）を受信する。ＲＲＣ
エンティティ６５９は、また、Ｅ－ＵＴＲＡＮ６３３の（示されない）ＲＲＣエンティテ
ィへＲＲＣメッセージ（例えば、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ）を送信する。
【０１２５】
　図７は、ＲＲＣ接続再構成手順７００の一構成を示すスレッド図である。図７に関連し
て記載されるＵＥ７０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実装される。



(26) JP 2017-503393 A 2017.1.26

10

20

30

40

50

図７に関連して記載されるＥ－ＵＴＲＡＮ７３３は、図６に関連して記載されたＥ－ＵＴ
ＲＡＮ６３３に従って実装される。
【０１２６】
　ＲＲＣ接続再構成手順の目的は、ＲＲＣ接続を修正することである。例えば、無線ベア
ラ（ＲＢ）が確立、修正および解除されてもよい。ハンドオーバが行われてもよい。測定
がセットアップ、修正および解除されてもよい。セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）が追加、
修正および解除されてもよい。さらに、（ＳｅＮＢ６６０ｂとも呼ばれる）セカンダリセ
ルグループ（ＳＣＧ）６５７が、追加、修正および解除されてもよい。
【０１２７】
　ＲＲＣ接続再構成手順の一環として、非アクセス層（ＮＡＳ）専用情報がＥ－ＵＴＲＡ
Ｎ７１５からＵＥ７０２へ伝達されてもよい。
【０１２８】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ７３３は、ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥ７０２へ送信する（ステ
ップ７０１）。ＲＲＣ接続再構成メッセージがモビリティ制御情報１９４を含む場合、Ｕ
Ｅ７０２は、ハンドオーバオペレーションを行う。これは、図２に関連して後述されるよ
うに達成される。ＲＲＣ接続再構成メッセージがＳＣＧ６５７追加のためのＳＣＧ構成パ
ラメータ１９８を含む場合、ＵＥ７０２は、図３に関連して記載したようにＳＣＧ６５７
追加手順を行う。
【０１２９】
　ハンドオーバオペレーションの場合（例えばＲＲＣ接続再構成メッセージがモビリティ
制御情報１９４を含む）、ＵＥ７０２は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージをＭＣＧ６５
５上でＥ－ＵＴＲＡＮ７３３へ送信する（ステップ７０３ａ）。一方、ＳＣＧ６５７追加
の場合（例えばＲＲＣ接続再構成メッセージがＳＣＧ構成パラメータ１９８を含む）、Ｕ
Ｅ７０２は、何らのＲＲＣメッセージもＳＣＧ６５７の下位レイヤに送出しない。その代
わりに、ＵＥ７０２のＲＲＣ６５９が、ＳＣＧ６５７上でのランダムアクセス手順の開始
をＵＥ７０２のＳＣＧ６５７のＭＡＣ６６１に対して指令する（ステップ７０３ａ）。Ｕ
Ｅ７０２のＲＲＣ６５９がＳＣＧ上でのランダムアクセス手順の開始をＵＥ７０２のＳＣ
Ｇ６５７のＭＡＣ６６１に対して指令する（ステップ７０３ａ）のに並行して、またはそ
の前もしくは後に、ＵＥ７０２は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージをＭＣＧ６５５上で
Ｅ－ＵＴＲＡＮ７３３へ送信する（ステップ７０３ａ）。
【０１３０】
　ＲＲＣ接続再構成失敗の場合には、ＵＥ７０２はＲＲＣ接続の再確立（ステップ７０３
ｂ）を試みる。これには、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ１）動作の再開、セキュリテ
ィの再アクティブ化およびＰＣｅｌｌのみの構成が含まれる。
【０１３１】
　図８は、非競合ベースのランダムアクセス手順８００の一構成を示すスレッド図である
。図８に関連して記載されるＵＥ８０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従っ
て実装される。図８に関連して記載されるｅＮＢ８６０は、図１に関連して記載されたｅ
ＮＢ１６０に従って実装される。
【０１３２】
　ｅＮＢ８６０は、ランダムアクセスプリアンブル割り当てを送信する（ステップ８０１
）。例えば、ｅＮＢ８６０は、非競合ランダムアクセスプリアンブル（例えば、ブロード
キャスト・シグナリングまたは無線リソース構成共通メッセージで通知されるセット内に
はない専用ランダムアクセスプリアンブル）をＵＥ８０２に割り当てる。いくつかの実装
において、ｅＮＢ８６０は、下りリンクでの専用シグナリングを通じて（例えば、専用Ｒ
ＡＣＨプリアンブル・アイデンティティを通じて）ランダムアクセスプリアンブルを割り
当てる（ステップ８０１）（メッセージ０）。
【０１３３】
　ＵＥ８０２は、次に、割り当てられた非競合ランダムアクセスプリアンブルをｅＮＢ８
６０へ送信する（ステップ８０３）（メッセージ１）。いくつかの実装において、ＵＥ８
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０２は、割り当てられた非競合ランダムアクセスプリアンブルを上りリンク送信における
ＲＡＣＨ上で送信する（ステップ８０３）。
【０１３４】
　ｅＮＢ８６０は、次に、ランダムアクセス応答をＵＥ８０２へ送信する（ステップ８０
５）（メッセージ２）。ランダムアクセス応答は、ＭＡＣにより下りリンク共有チャネル
（ＤＬ－ＳＣＨ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）上に生成される。
ＵＥ８０２は、ランダムアクセス応答を受信する。ランダムアクセス応答は、上りリンク
グラントを含む。
【０１３５】
　図９は、競合ベースのランダムアクセス手順９００の一構成を示すスレッド図である。
図９に関連して記載されるＵＥ９０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って
実装される。図９に関連して記載されるｅＮＢ９６０は、図１に関連して記載されたｅＮ
Ｂ１６０に従って実装される。
【０１３６】
　ＵＥ９０２は、ランダムアクセスプリアンブルを選択する。例えば、ＵＥ９０２は、ブ
ロードキャスト・シグナリングまたは無線リソース構成共通メッセージで通知されたセッ
トからランダムアクセスプリアンブルをランダムに選択する。ＵＥ９０２は、次に、ラン
ダムに選択されたランダムアクセスプリアンブルを（例えば、上りリンク送信におけるＲ
ＡＣＨ上で）ｅＮＢ９６０へ送信する（ステップ９０１）（メッセージ１）。
【０１３７】
　ｅＮＢ９６０は、ランダムアクセス応答を送信する（ステップ９０３）（メッセージ２
）。ＵＥ９０２は、ランダムアクセス応答を受信する。ランダムアクセス応答は、一時Ｃ
－ＲＮＴＩおよび上りリンクグラントを含む。ランダムアクセス応答は、ＭＡＣによりＤ
Ｌ－ＳＣＨ上に生成される。
【０１３８】
　ＵＥ９０２は、次に、Ｍｓｇ３をＵＬ－ＳＣＨ上のスケジュールされた上りリンク・リ
ソース上で送信する（ステップ９０５）（メッセージ３、Ｍｓｇ３）。言い換えれば、Ｕ
Ｅ９０２は、ランダムアクセス応答で受信された上りリンクグラントによりスケジュール
された上りリンク・リソース上でＭｓｇ３を送信する（ステップ９０５）か、または一時
Ｃ－ＲＮＴＩにアドレス指定されたＰＤＣＣＨによりスケジュールされた上りリンク・リ
ソース上でＭｓｇ３を再送する。一構成において、Ｍｓｇ３メッセージは、少なくともＣ
－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ　ＣＥまたはＣＣＣＨ　ＳＤＵを含む。ランダムアクセス手順がＲＲ
Ｃ接続再確立手順中のものであれば、Ｍｓｇ３メッセージは少なくともＣＣＣＨ　ＳＤＵ
を含む。ＲＲＣ指令がランダムアクセス手順を開始する場合、Ｍｓｇ３メッセージは少な
くともＣ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ　ＣＥを含む。ＲＲＣ指令の場合、Ｍｓｇ３メッセージは、
ＳｅＮＢに対する再構成完了指示のための特殊なＭＡＣ　ＣＥを含む。
【０１３９】
　Ｍｓｇ３が一旦送信されると、ＵＥ９０２は、競合解消タイマ（例えばｍａｃ－Ｃｏｎ
ｔｅｎｔｉｏｎＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎＴｉｍｅｒ）を始動する。競合解消タイマは、ＵＥ
９０２がＭｓｇ３の送信後にＰＤＣＣＨをモニタする連続したサブフレーム（単数または
複数）の数を指定してもよい。競合解消タイマは、一旦始動されると、停止されるかまた
は満了するまで実行し、それ以外の場合には実行しない。競合解消タイマは、実行中でな
ければ始動可能であり、実行中であれば再始動可能である。競合解消タイマは、その初期
値から始動または再始動できる。ＵＥ９０２は、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：
ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）再送信のたびに競
合解消タイマを再始動する。測定ギャップの発生の可能性とは関係なく、ＵＥ９０２は、
競合解消タイマが満了するかまたは停止されるまで、ＰＤＣＣＨをモニタする。
【０１４０】
　ｅＮＢ９６０は、ＵＥ９０２によって受信される、競合解消を送信する（ステップ９０
７）。競合解消は、ＰＤＣＣＨ上で送信される（ステップ９０７）。競合解消は、ＵＥ９
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０２が識別されたことを確認する情報を含む。ＵＥ９０２の下位レイヤ（例えばＰＨＹレ
イヤ）は、ＰＤＣＣＨ送信の受信の通知を提供する。
【０１４１】
　ＰＤＣＣＨ送信の受信の通知が下位レイヤから受信され、Ｃ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ制御要
素がＭｓｇ３に含まれていた場合、そのランダムアクセス手順がＭＡＣサブレイヤ自体ま
たはＲＲＣ指令により開始されたものであり、ＰＤＣＣＨ送信がＣ－ＲＮＴＩにアドレス
指定されかつ新たな送信のためのＵＬグラントを含むものであれば、ＵＥ９０２は、競合
解消を成功とみなす。ＵＬグラントは、ＰＵＳＣＨのスケジューリングコマンドである。
ＨＡＲＱプロセスごとに、ＵＬグラントは、ＰＵＳＣＨリソース割り当ておよび新たな送
信または再送信の指示を提供する。ＵＥ９０２は、競合解消タイマを停止する。ＵＥ９０
２は、一時Ｃ－ＲＮＴＩを破棄する。ＵＥ９０２は、さらに、ランダムアクセス手順が首
尾よく完了したとみなす。
【０１４２】
　ＰＤＣＣＨ送信の受信の通知が下位レイヤから受信され、Ｃ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ制御要
素がＭｓｇ３に含まれていた場合、そのランダムアクセス手順がＰＤＣＣＨ指令により開
始されたものであり、ＰＤＣＣＨ送信がＣ－ＲＮＴＩにアドレス指定されていれば、ＵＥ
９０２は、競合解消を成功とみなす。ＵＥ９０２は、競合解消タイマを停止する。ＵＥ９
０２は、一時Ｃ－ＲＮＴＩを破棄する。ＵＥ９０２は、さらに、ランダムアクセス手順が
首尾よく完了したとみなす。
【０１４３】
　図１０は、第１のユーザプレーン（ＵＰ）アーキテクチャ１０６５ａおよび第２のＵＰ
アーキテクチャ１０６５ｂを示すブロック図である。第１のＵＰアーキテクチャ１０６５
ａにおいて、Ｓ１－Ｕインターフェース１０３１は、ＭｅＮＢ１０６０ａおよびＳｅＮＢ
１０６０ｂで終端する。ＭｅＮＢ１０６０ａのＵＰは、ＰＤＣＰ１０６７ａ、ＲＬＣ１０
６９ａおよびＭＡＣ１０６１ａを含む。ＳｅＮＢ１０６０ｂのＵＰは、ＰＤＣＰ１０６７
ｂ、ＲＬＣ１０６９ｂおよびＭＡＣ１０６１ｂを含む。第１のＵＰアーキテクチャ１０６
５ａにおいて、ＭｅＮＢ１０６０ａのＰＤＣＰ１０６７ａは、ＳｅＮＢ１０６０ｂのＰＤ
ＣＰ１０６７ｂとは独立している。言い換えれば、第１のＵＰアーキテクチャ１０６５ａ
にベアラスプリットは存在しない。
【０１４４】
　第２のＵＰアーキテクチャ１０６５ｂにおいて、Ｓ１－Ｕインターフェース１０３１は
、ＭｅＮＢ１０６０ｃで終端する。ＭｅＮＢ１０６０ｃのＵＰは、第１のＰＤＣＰ１０６
７ｃおよび第２のＰＤＣＰ１０６７ｄ、第１のＲＬＣ１０６９ｃおよび第２のＲＬＣ１０
６９ｄ、ならびに第１のＭＡＣ１０６１ｃおよび第２のＭＡＣ１０６１ｄを含む。ＳｅＮ
Ｂ１０６０ｂのＵＰは、ＲＬＣ１０６９ｅおよびＭＡＣ１０６１ｅを含む。第２のＵＰア
ーキテクチャ１０６５ｂにおいて、ＭｅＮＢ１０６０ｃの第２のＰＤＣＰ１０６７ｄは、
Ｘ２インターフェース１０３７を通じてＳｅＮＢ１０６０ｂのＲＬＣ１０６９ｅに接続さ
れる。言い換えれば、第２のＵＰアーキテクチャ１０６５ａにはベアラスプリットが存在
する。なお、第２のＵＰアーキテクチャ１０６５ｂは、各スプリットベアラに対して独立
したＲＬＣ１０６９を有する。
【０１４５】
　ＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄに対する（図８に関連して記載した）競合なしのランダムアク
セス手順および（図９に関連して記載した）競合ベースのランダムアクセス手順の両方が
サポートされる。ランダムアクセス応答メッセージは、ランダムアクセスプリアンブルの
送信先とされたｅＮＢ１０６０から送信される。ランダムアクセスプリアンブル送信がオ
ーバーラップしなければ、並行したランダムアクセス手順がサポートされる。ネットワー
ク側で物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒａｎｄｏｍ　
ａｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ）リソースを調整する必要はない。
【０１４６】
　ＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃ（例えばＭＣＧ６５５）およびＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄ（例え
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ばＳＣＧ６５７）のＭＡＣエンティティ１０６１両方に関して、ＰＤＣＣＨ指令により、
またはＭＡＣサブレイヤ自体により、ランダムアクセス手順が開始される。これがＳＣＧ
６５７のＭＡＣエンティティである場合、ランダムアクセス手順は、さらにＲＲＣ指令に
よっても開始され得る。
【０１４７】
　ＳＣｅｌｌ上でのランダムアクセス手順は、ＰＤＣＣＨ指令によってのみ開始され得る
。ＵＥ１０２が、そのＣ－ＲＮＴＩでマスクされ特定の在圏セル６５１に関するＰＤＣＣ
Ｈ指令に該当するＰＤＣＣＨ送信を受信すれば、ＵＥ１０２は、その在圏セル上でランダ
ムアクセス手順を開始する。
【０１４８】
　ＰＣｅｌｌおよびＰＣｅｌｌ類似セル上でのランダムアクセスの場合、ＰＤＣＣＨ指令
またはＲＲＣは、随意的にｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘおよびｒａ－ＰＲＡＣＨ－
ＭａｓｋＩｎｄｅｘを示す。ＳＣｅｌｌ上でのランダムアクセスの場合、ＰＤＣＣＨ指令
は、００００００とは異なる値を有するｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘと、ｒａ－Ｐ
ＲＡＣＨ－ＭａｓｋＩｎｄｅｘとを示す。ＰＲＡＣＨ上でのｐＴＡＧプリアンブル送信お
よびＰＤＣＣＨ指令の受信が、ＰＣｅｌｌおよびＰＣｅｌｌ類似セルに対してサポートさ
れてもよい。
【０１４９】
　ＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃまたはＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄへベアラがマッピングされるｅ
ＮＢ１０６０固有ベアラの場合、ＵＥ１０２は、その固有ベアラに関するＢＳＲ情報を当
該ベアラが属するｅＮＢ１０６０に対して送信する。ＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃおよびＳｅ
ＮＢ１０６０ｂ、ｄに対して別々の間欠受信（ＤＲＸ：ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒ
ｅｃｅｐｔｉｏｎ）構成がサポートされるとよく、ＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃおよびＳｅＮ
Ｂ１０６０ｂ、ｄに対して別々のＤＲＸオペレーション（例えばタイマおよびアクティブ
時間）が可能とされるべきである。ＵＥ電力消費の観点から、ＵＥ１０２の電力消費に関
してＤＲＸ調整は有益であろう。
【０１５０】
　ＳＣＧ６５７のアクティブ化および非アクティブ化がサポートされる。ＭｅＮＢ１０６
０ａ、ｃは、ＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃに関連するセル６５１をアクティブ化および非アク
ティブ化することができる。ＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄは、ＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄに関連
するセル６５１をアクティブ化および非アクティブ化することができる。ＵＥ１０２のＭ
ＡＣエンティティ６６１は、セルグループごとに構成されてもよい（例えば、ＭＣＧ６５
５に対して１つのＭＡＣ６６１およびＳＣＧ６５７に対して他のＭＡＣ６６１）。
【０１５１】
　一構成において、キャリアアグリゲーションのためのＵＥ１０２ごとの在圏セル６５１
の最大数は、５である。キャリアアグリゲーションは、ＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃおよびＳ
ｅＮＢ１０６０ｂ、ｄにおいてサポートされ得る。言い換えれば、ＭｅＮＢ１０６０ａ、
ｃおよびＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄは、ＵＥ１０２の在圏セル６５１を複数有してもよい。
マルチ接続性では、ＵＥ１０２を、１つのＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃおよび１つのＳｅＮＢ
１０６０ｂ、ｄに接続できる。タイミングアドバンスグループ（ＴＡＧ：ｔｉｍｉｎｇ　
ａｄｖａｎｃｅ　ｇｒｏｕｐ）は、１つのｅＮＢ１０６０のセル６５１しか含まない。一
構成において、キャリアアグリゲーションのためのＵＥ１０２ごとのＴＡＧの最大数は、
４である。一構成において、ＭＣＧ６５５およびＳＣＧ６５７は、同じかまたは異なる複
信方式で動作することができる。
【０１５２】
　ＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄは、少なくともＰＵＣＣＨの機能性を含み、場合によってはさ
らに他の何らかのＰＣｅｌｌ機能性も含む、１つのスペシャルセル６５１（例えばＰＣｅ
ｌｌ類似セル）を有する。ただし、スペシャルセル６５１に対してＰＣｅｌｌの機能性を
すべて再現する必要はない。ＳＣＧ６５７のスペシャルセル６５１に対して、ＳｅＮＢ１
０６０ｂ、ｄにおいてＮＡＳセキュリティ機能およびＮＡＳモビリティ機能を提供する必
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要はない。ＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄの少なくとも１つのセル６５１が、構成されたＵＬを
有し、１つのセル６５１はＰＵＣＣＨリソースを用いて構成される。
【０１５３】
　ＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄの、ＰＵＣＣＨを搬送しないセル６５１上では、無線リンクモ
ニタリング（ＲＬＭ：ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ）は不要である。無
線リンク障害（ＲＬＦ）がサポートされている場合、ＳＣＧ６５７のいずれのセル６５１
のＲＬＦによってもＲＲＣ接続再確立はトリガされない。ＰＵＣＣＨリソースを用いて構
成されたＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄのセル６５１は、クロスキャリアスケジュールされない
。
【０１５４】
　第１のＵＰアーキテクチャ１０６５ａおよび第２のユーザプレーンアーキテクチャ１０
６５ｂは、ＲＲＣ構成により実装されてもよい。異なる構成に対するプロトコルスタック
の差異は、限定的であるべきである。例えば、ＰＤＣＰ－ＳｅＮＢの新仕様は導入される
べきでない。一構成において、（第２のＵＰアーキテクチャ１０６５ｂにあるように）Ｕ
Ｅ１０２の一部のベアラはスプリットされるが、他のベアラはＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃの
みによるサービスを受ける。別の構成では、（第１のＵＰアーキテクチャ１０６５ａにあ
るように）ＵＥ１０２の一部のベアラはＳｅＮＢ１０６０ｂ、ｄによるサービスを受ける
が、他のベアラはＭｅＮＢ１０６０ａ、ｃのみによるサービスを受ける。ＲＬＣ状況ＰＤ
Ｕは、対応するＵｕインターフェース５３９またはＵｕｘインターフェース５４１を通じ
て対応するｅＮＢ１０６０へ送信される。
【０１５５】
　図１１は、ＳｅＮＢ１１６０ｂの追加および修正１１００の一構成を示すスレッド図で
ある。図１１に関連して記載されるＵＥ１１０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０
２に従って実装される。図１１に関連して記載されるＭｅＮＢ１１６０ａおよびＳｅＮＢ
１１６０ｂは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。図１１は、
マルチ接続性オペレーションのためのＳｅＮＢ１１６０ｂリソースの追加および修正（例
えばＳＣＧ追加）の全体的なシグナリング方式を示す。留意すべきは、このシグナリング
方式は、追加と修正とのシグナリング方式の類似性を示すということである。第１のＵＰ
アーキテクチャ１０６５ａのみに関連するＳ１－ＭＭＥ５２９およびＸ２－Ｃ５３７シグ
ナリングは、破線で示されている（ステップ１１１１、１１１３および１１２１～１１２
５）。Ｓ－ＧＷ１１２７は変化しないものと想定される。
【０１５６】
　ＭｅＮＢ１１６０ａが、特定のＥ－ＵＴＲＡＮ無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ：Ｅ－
ＵＴＲＡＮ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｂｅａｒｅｒ）の無線リソースを追加または修
正するようＳｅＮＢ１１６０ｂに要求することを決定する（ステップ１１０１ａ）。
【０１５７】
　ＳｅＮＢ１１６０ｂに無線リソースを追加または修正するよう要求するという決定（ス
テップ１１０１ａ）は、無線リソース管理（ＲＲＭ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔ）決定である。あるいは、ＳｅＮＢ１１６０ｂが、特定のＥ－ＲＡＢ
の無線リソースを修正することを決定する（ステップ１１０１ｂ）。無線リソースを修正
するという決定（ステップ１１０１ｂ）は、ＲＲＭ決定である。一実装において、ＳｅＮ
Ｂ１１６０ｂおよびＭｅＮＢ１１６０ａは、ＵＥ１１０２の能力を超過しないことを保証
するために連携する。
【０１５８】
　ＭｅＮＢ１１６０ａがＳｅＮＢ１１６０ｂの追加または修正を開始する場合、ＭｅＮＢ
１１６０ａは、無線リソースを割り当てまたは修正するためにＳｅＮＢ追加／修正要求を
ＳｅＮＢ１１６０ｂへ送信する（ステップ１１０３）。ＳｅＮＢ追加／修正要求は、Ｅ－
ＲＡＢ特性（例えば、ＵＰアーキテクチャ１０６５に対応するＥ－ＲＡＢパラメータおよ
びトランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ：ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｎｅｔｗｏｒｋ　
ｌａｙｅｒ）アドレス情報）、ＵＥ１１０２の能力、ＵＥ１１０２の現在の無線リソース
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構成などを含む。ＳｅＮＢ１１６０ｂのＲＲＭは、リソース要求を許可するかどうか決定
する（ステップ１１０５）。ＳｅＮＢ１１６０ｂのＲＲＭエンティティがリソース要求を
許可できる場合、ＳｅＮＢ１１６０ｂは、（ＵＰアーキテクチャ１０６５に基づき）各無
線リソースおよび各トランスポートネットワークリソースを構成する。さらに、ＳｅＮＢ
１１６０ｂは、ＳｅＮＢ１１６０ｂ無線リソース構成の同期が行われるように、ＵＥ１１
０２のための専用ＲＡＣＨプリアンブルを割り当てる。
【０１５９】
　ＳｅＮＢ１１６０ｂは、ＳｅＮＢ追加／修正コマンドをＭｅＮＢ１１６０ａへ送信する
（ステップ１１０７）。例えば、ＳｅＮＢ１１６０ｂは、新たな無線リソース構成をＭｅ
ＮＢ１１６０ａに提供する。第１のＵＰアーキテクチャ１０６５ａの場合、ＳｅＮＢ追加
／修正コマンドは、各Ｅ－ＲＡＢのＳ１インターフェースＤＬ　ＴＮＬアドレス情報を含
む。第２のＵＰアーキテクチャ１０６５ｂの場合、ＳｅＮＢ追加／修正コマンドは、Ｘ２
インターフェースＤＬ　ＴＮＬアドレス情報を含む。
【０１６０】
　ＭｅＮＢ１１６０ａは、新たな無線リソース構成を承認して、それをＵＥ１１０２が適
用するようトリガする。ＭｅＮＢ１１６０ａは、ＲＲＣ接続再構成メッセージ（例えばＳ
ＣＧ追加のためのＳＣＧ構成パラメータ１９８を含むＲＲＣ接続再構成メッセージ）をＵ
Ｅ１１０２へ送信する（ステップ１１０９）。ＵＥ１１０２は、新たな無線リソース構成
の適用を開始する。
【０１６１】
　第１のＵＰアーキテクチャ１０６５ａの場合、ＭｅＮＢ１１６０ａは、各Ｅ－ＲＡＢ特
性に依存して、マルチ接続性のアクティブ化を原因とするサービス中断を最小限に抑える
ための措置を講じる。ＭｅＮＢ１１６０ａは、シーケンス番号（ＳＮ：ｓｅｑｕｅｎｃｅ
　ｎｕｍｂｅｒ）状況報告をＳｅＮＢ１１６０ｂへ送信する（ステップ１１１１）。Ｍｅ
ＮＢ１１６０ａは、ＳｅＮＢ１１６０ｂへのデータフォワーディングを行う（ステップ１
１１３）。一構成において、第１のＵＰアーキテクチャ１０６５ａのデータフォワーディ
ングのために確立されたＵＰリソースは、明示的に解除される。
【０１６２】
　再構成手順を完了すると、ＵＥ１１０２は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージをＭｅＮ
Ｂ１１６０ａへ送信する（ステップ１１１５）。ＵＥ１１０２は、ＳｅＮＢ１１６０ｂの
セル６５１に対する同期を行う。例えば、ＵＥ１１０２は、必要に応じて、ＳｅＮＢ１１
６０ｂとのランダムアクセス手順を行う（ステップ１１１７）。ＲＲＣ接続再構成完了メ
ッセージは、同期手順１１１７の後、または同期手順１１１７の前に送信される（ステッ
プ１１１５）。第２のＵＰアーキテクチャ１０６５ｂの場合、ＳｅＮＢ１１６０ｂからＵ
Ｅ１１０２へのユーザプレーン・データの送信は、同期手順に依存して、ステップ１１１
５または１１１７の後に生じる。
【０１６３】
　ＳｅＮＢ１１６０ｂは、ＳｅＮＢ追加／修正完了メッセージをＭｅＮＢ１１６０ａへ送
信する（ステップ１１１９）。ＳｅＮＢ１１６０ｂは、ＵＥ１１０２との同期の検出をＭ
ｅＮＢ１１６０ａに報告し、新たな構成が使用されていることを確認する。ＭｅＮＢ１１
６０ａによるＳｅＮＢ追加／修正完了メッセージの受信は、Ｘ２インターフェース上のＳ
ｅＮＢ追加／修正手順全体を首尾よく完了させる。ステップ１１１９は、上述通りに、ま
たは逆方向（ＭｅＮＢ１１６０ａからＳｅＮＢ１１６０ｂ）で必要となり得る。
【０１６４】
　第１のＵＰアーキテクチャ１０６５ａの場合、ＥＰＣ５２３に対するＵＰ経路の更新が
行われる。ＭｅＮＢ１１６０ａは、Ｅ－ＲＡＢ修正指示をＭＭＥ１１３４へ送信する（ス
テップ１１２１）。ＭＭＥ１１３４およびＳ－ＧＷ１１２７は、ベアラ修正を行う（ステ
ップ１１２３）。ＭＭＥ１１３４は、Ｅ－ＲＡＢ修正確認をＭｅＮＢ１１６０ａへ送信す
る（ステップ１１２５）。
【０１６５】
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　図１２は、ＵＥ１２０２において利用される様々なコンポーネントを示す。図１２に関
連して記載されるＵＥ１２０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実装さ
れる。ＵＥ１２０２は、ＵＥ１２０２のオペレーションを制御するプロセッサ１２８１を
含む。プロセッサ１２８１は、中央処理装置（ＣＰＵ：ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓ
ｉｎｇ　ｕｎｉｔ）とも呼ばれる。メモリ１２８７は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ：ｒ
ｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：ｒａｎｄｏｍ　
ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、これら２つの組み合わせ、あるいは情報を記憶する任意
のタイプのデバイスを含み、プロセッサ１２８１に命令１２８３ａおよびデータ１２８５
ａを供給する。メモリ１２８７の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡ
Ｍ：ｎｏｎ－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）も含んで
よい。命令１２８３ｂおよびデータ１２８５ｂは、プロセッサ１２８１にも存在する。プ
ロセッサ１２８１に読み込まれた命令１２８３ｂおよび／またはデータ１２８５ｂは、プ
ロセッサ１２８１による実行または処理のために読み込まれた、メモリ１２８７からの命
令１２８３ａおよび／またはデータ１２８５ａも含む。命令１２８３ｂは、上記の方法２
００および３００の１つ以上を実装するためにプロセッサ１２８１によって実行される。
【０１６６】
　ＵＥ１２０２は、データの送受信を可能にするための１つ以上の送信機１２５８および
１つ以上の受信機１２２０が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）１２５８およ
び受信機（単数または複数）１２２０は、１つ以上のトランシーバ１２１８に組み合わさ
れてもよい。１つ以上のアンテナ１２２２ａ～ｎは、筺体に取り付けられて、トランシー
バ１２１８に電気的に結合される。
【０１６７】
　ＵＥ１２０２の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号バ
スおよびステータス信号バスを含む、バスシステム１２８９によって結合される。しかし
ながら、明確さのために、図１２では様々なバスがバスシステム１２８９として示される
。ＵＥ１２０２は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｓ
ｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）１２９１も含んでよい。ＵＥ１２０２は、ＵＥ１２０
２の機能へのユーザ・アクセスを提供する通信インターフェース１２９３も含む。図１２
に示されるＵＥ１２０２は、具体的なコンポーネントのリスティングではなく、機能ブロ
ック図である。
【０１６８】
　図１３は、ｅＮＢ１３６０において利用される様々なコンポーネントを示す。図１３に
関連して記載されるｅＮＢ１３６０は、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って
実装される。ｅＮＢ１３６０は、ｅＮＢ１３６０のオペレーションを制御するプロセッサ
１３８１を含む。プロセッサ１３８１は、中央処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれる。メモリ
１３８７は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、これ
ら２つの組み合わせ、あるいは情報を記憶する任意のタイプのデバイスを含み、プロセッ
サ１３８１に命令１３８３ａおよびデータ１３８５ａを供給する。メモリ１３８７の一部
分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含んでよい。命令１３８３ｂお
よびデータ１３８５ｂは、プロセッサ１３８１にも存在する。プロセッサ１３８１に読み
込まれた命令１３８３ｂおよび／またはデータ１３８５ｂは、プロセッサ１３８１による
実行または処理のために読み込まれた、メモリ１３８７からの命令１３８３ａおよび／ま
たはデータ１３８５ａも含む。命令１３８３ｂは、上記の方法４００を実装するためにプ
ロセッサ１３８１によって実行される。
【０１６９】
　ｅＮＢ１３６０は、データの送受信を可能にするための１つ以上の送信機１３１７およ
び１つ以上の受信機１３７８が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）１３１７お
よび受信機（単数または複数）１３７８は、１つ以上のトランシーバ１３７６に組み合わ
されてもよい。１つ以上のアンテナ１３８０ａ～ｎは、筺体に取り付けられて、トランシ
ーバ１３７６に電気的に結合される。
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【０１７０】
　ｅＮＢ１３６０の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号
バスおよびステータス信号バスを含む、バスシステム１３８９によって結合される。しか
しながら、明確さのために、図１３では様々なバスがバスシステム１３８９として示され
る。ｅＮＢ１３６０は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１３９１も含ん
でよい。ｅＮＢ１３６０は、ｅＮＢ１３６０の機能へのユーザ・アクセスを提供する通信
インターフェース１３９３も含む。図１３に示されるｅＮＢ１３６０は、具体的なコンポ
ーネントのリスティングではなく、機能ブロック図である。
【０１７１】
　図１４は、フィードバック情報を送信するシステムおよび方法が実装されたＵＥ１４０
２の一構成を示すブロック図である。ＵＥ１４０２は、送信手段１４５８、受信手段１４
２０および制御手段１４２４を含む。送信手段１４５８、受信手段１４２０および制御手
段１４２４は、上の図２および３に関連して記載された機能の１つ以上を行うように構成
される。上の図１２は、図１４の具体的な装置構造の一例を示す。図２および図３の機能
の１つ以上を実現するために他の様々な構造が実装されてもよい。例えば、ＤＳＰがソフ
トウェアによって実現されてもよい。
【０１７２】
　図１５は、フィードバック情報を受信するシステムおよび方法が実装されたｅＮＢ１５
６０の一構成を示すブロック図である。ｅＮＢ１５６０は、送信手段１５１７、受信手段
１５７８および制御手段１５８２を含む。送信手段１５１７、受信手段１５７８および制
御手段１５８２は、上の図４に関連して記載された機能の１つ以上を行うように構成され
る。上の図１３は、図１５の具体的な装置構造の一例を示す。図４の機能の１つ以上を実
現するために他の様々な構造が実装されてもよい。例えば、ＤＳＰがソフトウェアによっ
て実現されてもよい。
【０１７３】
　用語「コンピュータ可読媒体」は、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスで
きる任意の利用可能な媒体を指す。用語「コンピュータ可読媒体」は、本明細書では、非
一時的かつ有形のコンピュータおよび／またはプロセッサ可読媒体を示す。限定ではなく
、例として、コンピュータ可読またはプロセッサ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶、磁気ディスク記憶もしくは他の磁気記憶
デバイス、あるいは命令の形態の所望のプログラムコードまたはデータ構造を載せるか、
または記憶するために用いることができ、コンピュータまたはプロセッサによってアクセ
スできる任意の他の媒体を備える。ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は
、本明細書では、コンパクトディスク（ＣＤ：ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ）、レーザディ
スク（ｌａｓｅｒ　ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉｓｃ）、デジタルバ
ーサタイルディスク（ＤＶＤ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｃ）、フロ
ッピーディスク（ｆｌｏｐｐｙ　ｄｉｓｋ）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク
（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は、通常、磁気的にデータを再生し、一方で
ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。
【０１７４】
　留意すべきは、本明細書に記載される方法の１つ以上がハードウェアで実装されてもよ
く、および／またはハードウェアを用いて行われてもよいことである。例えば、本明細書
に記載される方法の１つ以上は、チップセット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、大
規模集積（ＬＳＩ）回路または集積回路などで実装されてもよく、および／またはそれら
を用いて実現されてもよい。
【０１７５】
　本明細書に開示される方法のそれぞれは、記載される方法を達成するための１つ以上の
ステップまたは動作を備える。本方法のステップおよび／または動作は、特許請求の範囲
から逸脱することなく、相互に交換されてもよく、および／または単一のステップに組み
合わされてもよい。言い換えれば、記載される方法の適切なオペレーションのためにステ
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ップまたは動作の特定の順序が必要とされない限り、特定のステップおよび／または動作
の順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正されてもよい。
【０１７６】
　当然のことながら、特許請求の範囲は、先に示された通りの構成および構成要素には限
定されない。特許請求の範囲から逸脱することなく、本明細書に記載される配置、オペレ
ーション、ならびにシステム、方法および装置の詳細に様々な修正、変更および変形がな
されてもよい。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１４】
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